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Abstract 

The Paleogene coal-fields in North Kyushu are distributed in the Kokura, Chikuho, 

Munakata, Kasuya and Fukuoka areas, and the sediments are divided into three groups such as 

the N ogata, Otuji and Ashiya in ascending order. This paper reviews the geohistory of those 

coal-fields on the basis of some data of the former studies and new lines of evidence which have 

been obtained since 1960's, and is composed of three chapters; (1) general remarks on the 

geology of sedimentary basin, (2) stratigraphy, sedimentation, and geologic structures of each 

coal-field, (3) occurrence and geological age of molluscan fossils. 

The sedimentary basin in these coal-fields linked up with the open sea in the direction of 

south during the deposition from the N ogata Group to the lower part of the Otuji Group, and 

these deposits are in general thin in the northern area of the basin and are thickened to the south. 

The marine Ashiya Group rests unconformably upon the Otuji Group, and the sediments in this 

stage were carried into the basin from the north. 

The N ogata and Otuji Groups associated with coal deposits are rich in plant fossils and 

brackish-water origin molluscs, but are very rare in the marine fossils. The Ashiya Group 

yields large quantities of foraminifers, marine molluscan and some vertebrate fossils. Tertiary 

sediments in these coal-fields suggest the Upper Eocene to Lower Miocene in age on the basis 

of molluscan data. 
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はじめに

北部九州（主に福岡県中北部）諸炭田地域に賦存す

利用されたと伝え

られるが，それらを挟在させる央炭層についての本格

的な地質学的研究は19世紀末の鈴木 (1892) による20

万分の 1「福岡」図幅作成作業をもって鳴矢とする．

以来，多くの研究者によって様々な面から検討され最

近に至っている．しかし1960年台の石炭産業の衰退と

符合するかのように，その研究例も著しく少なくなっ

ているのみならず，炭坑現場などの貴重な記録・資料

が既に散逸し，あるいは当事者の記憶も定かでなくな

りつつあって，むしろ地質学的資料は質的・量的に一

時より劣ってきているとも言えよう．一方，福岡県中

北部地域においては央炭第三紀層は面積的にも大きな

範囲を占め，とくに先古第三系の諸岩系が比較的急峻

な山地を形成するのに対し，低平地や丘陵地など利用

しやすい地形を示すこともあって，地域的な諸計画の

策定には地質的な面から無視できない存在である．さ

らに後期新生代の地殻活動を論ずる上からも，その岩

層分布・層序・地質構造のより明確化が求められてお

り，特に最近は断片的ながら炭田堆積盆地の形成史に

ついて見直しを要すると思われる知見が得られるなど，

今日もなお検討すべき課題は少なくない．

本地域の古第三系に関する総括的な報告は松下・小

原 (1960)による「日本鉱産誌（石炭・九州地方の部）」

や，松本ほか (1962) により「九州地方地質誌」の一

部としてまとめられたほか，化石資料による対比が水

野 (1963) により試みられているが，その後は福岡県

F. その他の点在古第三系

G. 炭質岩脈について
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III. 地質時代につし)て ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・133
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による「土地分類基本調査総括報告」（山口ほか， 1988

b)の中でごく概要を記したのみである．たまたま近

年，全国的な地域地質誌編さんの機運が高まり，「九州

地方」も近く発刊されるとのことであるが，九朴l全域
の多様な地質からみると，当地域の古第三系はあくま

でも局地的な存在であるため，割きうる紙数も限られ

ていよう．

筆者のうち富田は数年来，先述の土地分類基本調査

のうち，表層地質図の作成に参加し，当地方の古第三

系を概括し再検討する機会を得，興味ある知見を得て

来た（富田ほか， 1980,1989 : 富田・山下， 1987,小

原ほか， 1989:山口ほか， 1983,1984, 1986, 1988 

a). また石橋は当教室学部学生に対する古生物学実験

等において本地域古第三系の貝化石を扱う機会が多く，

既存資料をより充実させ総合させる必要を感じてきた．

さらに福岡市（首藤ほか， 1989) をはじめ各方面にお

ける基盤整備計画が地域振興の一環として実施あるい

は予定され，そのためにもより充実した総括的な情報

が求められている．

この際，本地域の央炭古第三系に本格的な地質調査

が行われるようになって約 1世紀の年月の間に蓄積さ

れた知見を総括し，また松下・小原以後の主に層序・

古生物学文献リストを収録し，併せて九小卜1大学地質学

教室で行われた関係ある卒業研究，修士論文リストを

掲載し，今後の研究に役立てたい．さらに実験・実習・

卒業研究で採集された主な化石標本の図版を添えるこ

とは，今後この地域の基礎資料の充実化に多少とも寄

与できると考え本稿をまとめることにした．もとより

筆者等の知りうる資料と知見とに限りがあるため，本



北部九仲I炭田古第三系の地質と化石（概説） 101 

篇では記述の重点は層序と化石に置き，石炭・堆積物

・含有鉱物等は一部文献を挙げるにとどめ，多くは割

愛せざるを得なかった．それでも内容が不十分なまま

終始したことをお断りするとともに，筆者等の見落と

した資料についても相当数あるものと思われるが，現

在続行中の地質調査の結果と併せて機会を見て改めて

ゆきたい．

謝辞：小論をまとめるにあたり当教室の諸先輩方の

御苦労に改めて敬意を表したい．粗稿の作成について

は多くの御協力を得たが，とくに九州大学首藤次男・

小原浮之介両名誉教授には各炭田の層序や産出化石に

ついて種々の御教示をいただいた．また工学部資源工

学教室山下明夫博士からは未公開資料の提供をうけ，

文献検索の労をとって頂いた．当地質学教室早川t星子
氏には本稿の浄書のためワープロの作業をお願いした．

また本稿作成には地質調査所情報解析センター作成の

「地学かな漢字対応表」を利用させていただいた．この

研究の一部には文部省科学研究費（一般研究 C,課題番

号62540586,富田： 62540603, 石橋）を使用した．記

してこれらの方々および当局に感謝する．

第 I部地質総説

I . 炭田地質の概略

筆者らがここで扱う北部九州とは，九州中・北部に

広く分布する第三紀炭田地域のうち，長崎県下の西彼

杵・高島・諫早，熊本県天草等の西九州，佐世保・唐

津炭田の北西九州に対するもので，主に福岡県下に分

布する古第三紀層より成る諸炭田＊のうち，三池炭田

朝倉の諸炭田

を含む地域を指す（第 1図）＊＊．

北部九州古第三系の主要な分布地域は最大面積を占

める筑豊炭田をはじめとして，すべて炭田名で呼ばれ

ている．このうち粕屋炭田は後述のように公的には福

岡炭田に一括して扱われているが，便宜上，半ば独立

した炭田として記述する．

古第三紀層の基盤岩としては，三郡変成岩類とこれ

とは一連の岩系とみられるいわゆる非変成古生

層＊＊＊・白亜系関門層群・白亜紀花岡岩類と若干の火成

岩類（玲岩・斑岩類）がある（松本ほか， 1962). この

＊このほか，下部鮮新統の久留米（ー名，湯納楚）・八女両含

炭地がある（浦田， 1985).

＊＊朝倉炭田は本篇から割愛した．

＊＊＊大部分は花岡岩類による熱変成作用を蒙っている．

うち三郡変成岩類は筑豊炭田南東部に隣接して分布す

るいわゆる田川変成岩や，南方の朝倉・筑後変成岩と

呼ばれるものと一括して論じられるようになっている

（唐木田ほか， 1969)が，いわゆる非変成古生層（小

林， 1936, の相田層や松下ほか， 1969, の呼野古生層

を含む）もそれらの一部に含まれる可能性が高い（松

下， 1971a),関門層群は変成岩類・古生層を不整合に

覆い，下部の脇野亜層群・上部の下関亜層群に大別さ

れる．前者は砂岩・頁岩を主とし礫岩・凝灰岩を伴い，

淡水棲動物化石を産する．分布域の東に向かって次第

に上位の層準が基盤に直接のってくるが，東半分では

層位に関わりなく基底部には特徴的な含石灰岩礫岩が

みられる．後者は安山岩質溶岩や同質火砕岩・火山性

堆積岩で特徴づけられる．（太田， 1953-1959; 長谷，

1959). 花向岩類はいくつかの花梅岩・花尚閃緑岩体よ

り成り，前記中・古生層や変成岩類の岩体の周囲に広

く分布し，一部それら古期岩類をルーフペンダント状

にとり込んでいたり，多少の熱変成作用を与えたりし

ている． これら花岡岩類の分類と分布については唐木

田 (1985) による最近の整理された詳しい報告がある．

玲岩・斑岩類は関門層群としばしば密接して貫入分布

し，特に玲岩類は広範に見出され閃緑岩から安山岩ま

で多様な岩相を呈し下関亜層群のものと識別し難いこ

とがある．本岩類も一部は花岡岩類による熱変成作用

を蒙っている．

古第三紀層を覆って新第三紀～第四紀に活動したと

みられる玄武岩類・酸性火山岩類と第四紀堆積物があ

る．玄武岩類は北西九州一帯の松浦玄武岩類のように

広大な溶岩台地や山稜を形成するものは無く，福岡市

能古島に小規模の台地状溶岩がみられる他は岩頚とし

て山頂部に露出したり岩脈として第三紀層中に貫入し

ている．第三紀層中に貫入したものは‘‘ドン”と呼ば

れ，しばしば炭層中に選択的に避入して石炭に熱変質

を与えたりして，採炭上に様々の支障を及ぼしている

（鈴木， 1892c;福地， 1904:毛利， 1940;浅野・田中，

1962). 酸性火山岩類は主に福岡・大分県境の英彦山を

中心とする山稜を形成する流紋岩・安山岩と同質火砕

岩等から成り筑豊炭田南部以南の山稜部に分布してい

る．第四紀堆積物はいくつかの段丘面構成層・火山灰

砂丘砂層などに分けることができる．

火山灰層は阿蘇IVにあたるものが広く見出されるが，

特に筑豊炭田南部では比高10m以上に達する崖を形

成している．段丘層は筑豊炭田遠賀川右岸の河岸段丘

が地形的に顕著だが，海成段丘のも含め，これらの堆

積層については最近本格的な検討が開始されたばかり
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である（山口ほか， 1988b;下山， 1989). このほか玄

武岩の下位に，北西九州の八ノ久保砂礫層（岩橋，1961)

に相当すると思われる砂礫層が福岡市能古島で見出さ

れている（富田ほか， 1980).

II. 古第三紀層の層序区分

本地域に分布する央炭層は鈴木 (1892)により第三

系に属することが明らかにされているが，これら第三

紀層は西九州・北西九州諸炭田域も含めた広い範囲に

わたって層序と化石の検討を行った長尾 (1924-1927)

によって，はじめて細かい層序区分が試みられた．長

尾はさらに産出化石による化石帯を設定し，これに基

づいて各炭田の対比を行い，九州における第三紀地史

を論じた（長尾， 1927a,1928c). その後，松下

(1937, 1938, 1944, 1949)はこれら九朴I諸炭田の見直

しを行い，新たに小倉・福岡両炭田の層序を立て，ま

た長尾の層序区分も一部改め，独自の化石帯を設け，

これに基づいて改めて各地域の対比を行っている．こ

れに対し，斉藤 (1953-1957)による層序・対比上の新

提案や， MURATA(1961)• TAKAHASHI (1961)らの有孔

虫や花粉化石による対比案が提出されている＊．貝化

石に基づく対比は水野 (1963)によって行われたが，

北部九州地域では基本的に松下と同じ結論を示してい

福岡両炭田の層序関係を問題

にしたが，これについては第II部で各炭田第三系の層

序区分の経緯を含め改めて紹介する．

地質年代については，長尾 (1927a)・ 松下 (1949)

が古第三系に含めたのに対し斉藤や村田らは一部中新

＊これら各氏の対比表は松本ほか (1962)にすべて紹介されて

いる．
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統とする考えを示すなど様々の論議が行われたが，こ

れらについては第III部で詳しく述べる．いずれにせよ

炭田古第三系の大半はいわゆる非海成層で占められ，

地質年代を決定する有力な材料となる海棲貝化石や浮

遊性有孔虫化石の産出する地層とその分布地域が限ら

れるのが難点である．いわゆる非海成とされる地層か

らも，たまに海棲～汽水棲貝化石が報じられているが，

量・種とも少数で，しかもかつて稼行した炭鉱坑内で

採集されたものが多く，今後も新たな化石資料は期待

できない＊．

筆者らも本地域の地質の検討にしばしば関与する機

会を得てきたが，最近の筆者らの知見（例えば，富田

ほか， 1987,1989)では，なお一部の層位関係に疑問

が残るものの， これまでのところ松下 (1949,1956 ; 

水野 (1963)に基づき，一部筆者

らの見解も交えて第 1表に示す対比表をまとめた．な

ぉ，ここには本稿では言及しない朝倉・三池両炭田と

熊本県鉾ノ甲地域のも参考までに加えた（長尾， 1927

C ; 松下・相羽， 1945;松下・小原， 1960;古川・浦

田， 1960;古川， 1965,による）．なお三池炭田の層序

については陸上に露出する地層の岩相層序や石炭発達

状況と，広大な有明海の海底部におけるそれらとに変

化が認められる．これについては現在稼行・探査活動

を行っている三池鉱業所の関係者によって海域の地質

資料に基づいて新たな層序が検討されている＊＊．

III. 岩相について

北部九州炭田古第三紀層は岩相・層序上のいくつか

の類似点を持っている．芦屋・姪浜両層群を除く大部

分のいわゆる非海成層は，礫混じり砂岩層を主として

淘汰の悪い粗粒岩相に富み，岩相変化も著しく厚さ10

mの礫質砂岩が延長100m程の間にすべて砂質頁岩に

移行する例もまれではない．またひんぱんにウォッシ

ュアウトや斜層理が観察できるが，大規模なチャンネ

ル構造は見出されていない．一般に単位厚さ数10cm

,..__,zocm程度の連続性に乏しい粗粒岩相優位の上方細粒

化型サイクル（第 2図 a)を示し，これら単位サイクル

（小輪廻）がいくつかまとまって全体的に上方に向かっ

て次第に細粒相となり，最上部に炭質頁岩や石炭層を

鍵層として比較的広範囲に追跡できる一つの"輪廻層”

＊突炭層にはしばしば凝灰質を呈する岩層がある．そのうち

良好な凝灰岩があれば含有ジルコンのフィッション・トラ

ック法による物理年代がこれら非海成層の時代論に有力な

指標となる可能性を持っている．

＊＊三井石炭鉱業卸三池鉱業所 金子宣式氏の談話による．

を形成している（第2図b). この傾向は石炭層の集中

しない，いわゆる無炭層の部分に顕著で，特に筑豊・

小倉両炭田の出山層が典型的な例として挙げられる＊．

石炭層（ときには炭質頁岩層に移行する場合もある．

炭質岩層と総称する）は一部で局地的に膨縮するもの

もあるが，概して連続性がよく，小規模炭田では数km

以下だが，筑豊炭田では15km以上追跡できるものも少

なくない（第5図）。砂岩は風化すると雑色ないし灰白

色を呈し，いわゆるアルコーズ質と呼ばれるものが多

く，しばしば斜層理が発達している．しかし地域によ

っては砕屑物の供給源により岩質は大きく左右され，

粕屋炭田の名島層では中・古生層由来の岩片が卓越す

るなど至近の基盤岩の岩片を多く含む例もある．泥質

岩はしばしば凝灰質で白色ないし灰白色風化を示し，

一部には唐津炭田で良く知られている‘‘骨石"様の岩

相を呈するものもある．しかし明らかに凝灰岩ないし

火砕岩と断定でるものは少なく，また鍵層に使えるほ

どの連続性にも乏しい．石炭層や炭質頁岩中に長石粒

や豆粒状火山灰片がしばしば見出されたり，炭層中の

挟みとして凝灰質粘土が多く含まれることなどから，

当時，相当活発な火山活動が北部九州の近辺で発生し

ていたことがうかがえる．

このほか爽炭層をはじめとする非海成層には石炭の

ほかに珪化木・紫赤色岩層・赤色岩層などが共通して

見出される．珪化木は‘‘松岩"と俗称され，央炭層部

分に限らず様々の層準に産するが，直方・粕屋両層群

では石炭層に集中して見出されることが多い．炭層中

のものは径数10cmないし 1m, 長さ0.5,...,._,2 m程度の

樹幹様のものが多いが，ときには一部に樹根部を持っ

た切株状のものがあり，径 lm以上に達する例もあ

鞍手町）で1翌10尺（約 3m) に及ぶ松岩の存在を報じ
ているが，かかる巨大な珪化木は当地方では他に知ら

れていない．珪化木の多くは地層中に層理面に平行に

横たわっているが，炭層中のものはしばしば直立して

いる．直方層群とそれに相当する各地域の央炭層でと

くに石炭層中に珪化木が多く含まれ，常に採炭上の大

きな障害となっていた．珪化木の性状や成因について

は加藤(1920)・門倉(1928)・小倉(1932; 0GURA, 1932 

a・b)・ 加来 (1936, 1937)• WATARI (1943)• 高橋
(1969) らの論述がある．

紫赤色岩層は赤みがかった小豆色ないしチョコレー

ト色を基本とするが，しばしば紫～青紫色やより赤色

＊富田 (1974)はこれを「出山型」堆積相と呼んだ．
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----
coal or c oaly shale —shale or ―sandy siltstone --fine-and med1um-gra1ned sandstone ヽ coarse-grained sandstone 

---pebble or cobble bearing sandstone 

＼ conglomerate 

第2図(a) 上方細粒化サイクルユニット

輪

廻

層

第2図(b) "出山型”輪廻層

の強いものまで多様である．北部九州では一累層ない

し部層の指標として扱えるほど著しいものではなく，

一般的に一部の層準でごく局地的に発達し，多くは連

続性に乏しく，不規則なレンズ状をなす岩層もある．

紫赤色岩層は‘‘紫焦土・小豆焦土”などとも呼ばれ，

炭田間の対比の鍵層に用いられたこともあり（長尾，

1928b: 松下， 1949),その成因も種々論じられている

（長尾， 1926,1928b : 松下， 1944,1949 : MIKI and 

MATSUEDA, 1985). 当地域の古第三系中の紫赤色岩層

の多くは炭田最下部層ないし基底部付近の層準に集中

して見出され，しかも関門層群や三郡変成岩類の岩片

を多量に伴う例が多い．これら古期岩類もしばしば風

化すると紫赤色を呈するので，少なくとも基底部付近

の同色の岩層は源岩の風化色を反映していると考えら

れる（例えば，富田・山下， 1987).

赤色岩層は風化するとテラロッサ様の赤褐色（いわ

ゆる赤煉瓦色）ないし鮮淡紅色を帯びるもので，砂岩

から凝灰質シルト岩まで様々な岩層中に見出される．

松下 (1949)は成因として浅所の堆積物がしばしば短

時間陸化したためと解している．

これらの非海成層中にも海棲～汽水棲動物化石を産

出することがあり，また砂管の発達を見ることもあっ

て，しばしば海水の影響下にあったことがうかがえる．

これらに対し，芦屋・姪浜両層群は含海緑石砂岩で

特徴づけられる海成層である．一般に帯青灰～青緑色

砂岩が優勢だが芦屋層群では比較的厚い暗灰～灰黒色

頁岩を挟む．礫岩は砂岩層の基底部などに限られてい

る．筑豊炭田芦屋層群中部の層準で薄炭層の賦存が報

告されている（松下， 1949;岡部・小原， 1972).

N. 地質構造

北部九州の各炭田は，いずれもその分布域は北々西

ないし北西方向（または一部南北方向）の互いに並行

する断層に規制されて同方向に細長く延びた帯状を示

4• 7• 8図）．即ち，第三紀層は基

盤岩とは分布域の一方が上記の断層で，他の側が不整

合で接し，北西ないし北々西方向の走向と，断層側に

向かって15,......,25゚ の傾斜を示す．摺曲構造は断層付近で

これとほぼ並行の向斜軸を有するほかには認められな

い． これら断層などの構造は当地方をはじめとする西

南日本内帯の先古第三系の一般構造の方向とほぼ直交

している．長尾 (1925a)はこの古第三系の構造は基盤

岩との境界をなす断層が第三紀層側に落ちた正断層の

活動によって生じたものとし，粕屋・宗像両炭田もま

た同様の構造を示すこと，宗像炭田の地質構造は筑豊

炭田の一部の構造と一体のものであることを指摘した．

諸炭田をも含む北部九朴I炭田に共通する特徴と位置づ

け，規模も大きく典型とも言える筑豊炭田を代表例と

してこれを「筑豊型地質構造」と命名した．

筑豊型地質構造を特徴づける断層は古第三系分布域

と基盤との境界（炭鉱現場では‘‘基盤断層”と総称し

ていた）を形成するだけでなく，第三紀層中にもほぽ

並行して走り，地層がくり返し露出分布することがあ

8固）．これらの

断層はおおむね正断層で，地表では60,......,90゚ の傾斜を示

すが，地下深部では次第に緩くなり，いわば弧状すべ

りの傾向がみられる（松下， 1967b)*. また地表では基

＊松下 (1971a) はこれを“傾動断層”と呼んだ．
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盤岩側に断層面が傾斜し，見掛上，急角度の逆断層と

受け取られるものが筑豊炭田などで見出される（高橋

ほか， 1971, など）が，松下 (1971a)はこれは本来正

断層であり，断層面の弯曲が著しいためとしている．

これら基盤断層の一部はさらに第四紀堆積物をも切

っているのが見出され（浦田ほか， 1977;小原ほか，

1989), ごく最近の地殻活動にも関与していることが明

らかとなった．ただ，新期堆積層を切る断層は基盤断

層形成時とは逆向きの動きを示し，基盤岩側に対し第

三紀層側が上昇している．これは先述の基盤断層が見

掛け上逆断層となっている例や，第三紀層中にときた

ま小規模の逆断層や過摺曲・水平ずれ断層が見られる

こと（坂倉， 1961;松下， 1971a)も含め，筑豊型地質

構造形成後に横圧縮を伴なう地殻運動があったことの

例証となるものだが，その応力の方向については野田

(1966, 1968)• 松下 (1971a)・高橋ほか (1971)など

によって議論されている．

最近，上述の第四紀堆積物形成前に生じたと考えら

れる衝上断層によって見掛け上古期岩類の下位に古第

三系が賦存する例が相次いで報告され（松下ほか，

1971; 小原・富田， 1978;富田ほか， 1989),従来の筑

豊型構造を形成する運動だけでは炭田地域全体の構造

発達の説明ができない．当地の古第三系が筑豊型構造

を示す過程に，新たな造構作用を考慮する必要があり，

この解明がなお課題として残されている．

第II部炭田各論

I . 小倉炭田

A. 分布と地質構造

小倉炭田は北九州市小倉北区の沖積低地一帯を中心

に，南端の小倉南区北方・捲田付近を要として北西方

に扇形をなして海域に向かって広がり，陸上では他に

戸畑区の北側の大部分と若松区の北東端の一部にも分

布している．海域では響灘に浮かぶ北九州市馬島・藍

島のほか，山口県下関市彦島西部の西山地区・竹の子
むつれ

島や六連島にも分布がみられる．

分布域の東縁は東方，企救半島を形成する足立一戸

上山系西端の山麓をほぼ南北に走る断層（小倉断層，

または富野断層＊と呼ばれる）で切られ，地層はおおむ

ね北西の走向を示し北傾斜である．断層付近にこれに

＊断層名はいずれも岩橋・小原 (1959)による．ただし「宇佐

町断層」は TOMITA(1970)による．

並行する向斜軸が走る．この断層の西側約 1km隔てて

南北に走る東落ち断層（宇佐町断層）があり，両断層

間の第三紀層は北に開いた船底状構造を呈している．

また小倉北区富野付近より北西方に分岐する南落ち断

層（砂津断層）によって，以北の地層は響灘海底部で

くり返し分布する．このほか，小倉北区赤坂・延命寺

川周辺にも第三紀層の小分布域があり，南側の足立山

地の古生層とは富野付近より関門海峡に向かって北東

方に走る断層（延命寺断層）で接している（第 3図）．

B. 層序区分について
きく

小倉炭田は鈴木 (1892, 1894)によって企救区域（旧

企救郡内）煤田として簡単に紹介されたが，長尾(1927

c)も山口県彦島に産出した化石から芦屋層群が分布す

る可能性を示唆するにとどまっている．本炭田の第三

紀層の分布が海域の島嶼にも及び，これらが筑豊炭田

の大辻・芦屋両層群に対比しうることは第二次大戦後，

松下(1949, 1951) 

らによって明らかにされた．いずれも本地域の第三紀

層を大辻・芦屋の両層群に分かち，前者を出山・遠賀

両層に，後者を山鹿・坂水の 2層とし，芦屋層群最上

部位の脇田層の分布は未確認としている．

その後，岩橋・小原 (1959) は探炭試錐資料と地表

地質調査によって炭田最下部の出山層を 6部層とその

上位の地表に露出しない‘‘未区分層”に区分し，同じ

＜芦屋層群山鹿・坂水両層の細分も試みている．これ

に対し斉藤 (1953, 1956, 1957)はこれら一連の地層

を西九州の中新統佐世保層群に対比させ，筑豊炭田の

第三紀層より上位にくるものとした．また高橋

(1957; TAKAHASHI, 1960)は花粉化石に基づき出山層

は遠賀層と同時異相の可能性があると論じている．野

田 (1961) は出山層から産出する石炭層の層位関係か

ら¥¥出山層”の設定を疑問とし，ぬ喜北・戸畑・八幡

明丘陵とも言う）の‘出山層”は筑豊炭田の遠賀層と

佐世保層群下部の二つの異なる時代の地層に対比でき

る地層であり，両者の間に不整合または大断層の可能

性を示唆した（松本ほか， 1962). その後，，高橋(1966)

は，‘‘出山層”下部が遠賀層と，上部は芦屋層群下部と

それぞれ同時異相であると改めている．

1964年より，日本道路公団によって北九州市を横断

する自動車専用道路として北九小M道路（第II期）の建

設に先立ち，小倉沖積地内で路盤調査のため先第四紀

＊波多江信広・村越英雄・友板哲夫 (1947): 小倉炭田調査概

報（演旨）．地質雑， 53,(622-627), 93. 
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第3図 小倉炭田地質図（第四系を除く，海域は岩橋・小原， 1959,による）

層に達する試錐工事が実施された．これを検討した筆

者の一人，富田 (TOMITA, 1970)は日明丘陵の"出山

層"に相当する地層が広く沖積層下に分布し，岩橋・

小原 (1959)の区分による各部層に比較しうること，

遠賀層と出山層の間は路線位置では断層＊が介在し，

出山層最上部がここでは欠如していること，遠賀層の

上位に芦屋層群山鹿層に対比しうる含海棲化石層が分

布すること，などを確認した．さらに，富田 (1974)

は到津一日明丘陵をはじめとする出山層露頭と周辺の

各種試錐資料を検討し，丘陵地の＇＇出山層＇＇中に不整

合や大断層は見出せないこと，小倉沖積地の＇＇出山層’’

は南東に向かって次第に上位に層準が基盤に直接し，

同時に，地層全体が薄層化すること，出山層中に挟ま

れる石炭層は一層準に限らないこと，山鹿・遠賀・出

山各層は明らかに累重関係にあると見なさざるを得な

いことなどから，松下らの設定した層位関係には問題

* TOMITA (1970)はこれを「宇佐町断層」と呼んだ．

が無いと考えている．

島嶼部に分布する芦屋層群の層位については，村越

(1949)はこれをすべて坂水層に含め，貝化石からは脇

田層の可能性も示唆した． これに対し松下 (1949)は

その大半を山鹿層とし，馬島・藍島北岸の泥質岩層を

坂水層に含めた．しかし岩橋・小原 (1959)は藍島南

海岸での探炭試錐で地下浅所に遠賀爽炭層が見出され

たことから両島の地層をすべて山鹿層とし，筑豊炭田

との岩相対比から坂水層は両島より東側に浮かぶ六連

島にのみ分布する， とした．最近，首藤 (1978; 首藤

ほか， 1971,1979) らによる詳しい貝化石の検討によ

って，藍島に分布する地層を山鹿層に，馬島・六連島

と下関市彦島地区のものを坂水層とし，六連島の一部

が脇田層に属する可能性が示されている（原・首藤，

1983). 後述のように筑豊炭田の芦屋層群の岩相の地

域変化からみて，岩相層序のみよる対比には限界があ

り，最新の化石層序による対比案に従いたいが，なお

それに基づく当地域の岩層層序の確立が望まれる．
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c. 地層の説明

1. 大辻層群
いでやま

a. 出山層

小倉炭田の最下部層で現在本土側陸上部に露出分布

する第三紀層はすべて本層で占められるほか，小倉沖

積地の大半と戸畑・若松両区の沖積地や両区の響灘に

面した埋立地の大部分の地下にも広く分布する．

地層は著しい礫岩ないし礫混じり砂岩を主とし，シ

ルト岩を伴い，細粒岩層にはしばしば薄炭層ないし炭

質頁岩層が挟まれる．また様々の層準で赤色岩層がみ

られ， とくに露出地域の中～上部で著しい．岩橋・小

原 (1959) は陸域で最も良く露出する到津一日明丘陵

において前記細粒岩層を指標とする上方細粒化型輪廻

を認め，これに基づいて下位より天籟寺・上清葎．下
ひあがり なかばる

到津・入ロ・日明・中原の 6部層と試錐資料からその

上位に200m余りの未区分層を想定した．富田 (1974)

はその後公開されたさらに多くの試錐資料を用いて，

小倉沖積地にも岩橋・小原が設定した各部層が連続分

布し，最上部の＇‘未区分層”とされた地層の賦存も確

認し，後者を黒原部層としたほか，戸畑・若松両区を

隔てる洞海湾にまたがる基盤の湾入部に限り，天籟寺

層の下位に局地的に発達する 1輪廻層＊を見いだした．

基底部はきわめて凹凸に富み，基盤の隆起・湾入が

著しい．湾入部は溺れ谷状でしばしば周囲より岩層の

細粒化の傾向がみられ，また湾入部だけ石炭層が発達

することもある（岩橋・小原， 1959).地層は南東に向

かって全体的に薄化すると同時に下位の部層は次第に

基盤岩にアバット状に尖滅し，南端の小倉南区蛯田付

近では下到津部層の最上部と入口部層が基盤に直接し

ている（富田， 1974). なお若松区小石では関門層群に

由来する崖錐状角礫堆積物が小範囲に分布している．

全層厚は推定最大750mで，筑豊炭田の出山層にほぼ

匹敵する．天籟寺部層中に国指定の天然記念物「夜宮

の大珪化木」 (t翌2m, 長さ推定40m) を産する．

b. 遠賀層

本層は地表に全く露出せず，旧炭鉱坑内と各種試錐

資料で確認できるに過ぎない．小倉炭田唯一の央炭層

で7,......,8枚の主要炭層＊＊のほか多くの薄炭層・炭質頁

岩層を伴う．石炭層は上部と下部に多く，特に下部に

主要炭層が集中する．中部の層準には比較的炭質岩層

＊局部的に分布するだけなので一応，天籟寺下部層とした．

＊＊かつて稼行可能であった炭層および炭鉱現場で識別のため

固有の炭層名が付されたことのある比較的山丈が厚く連続

性の良いものを指す（以下同）．

が乏しい．この傾向は筑豊炭田の遠賀層のそれと酷似

している．旧採炭地域の小倉北区では基底部より60m

はうすいシルト岩を伴う砂岩で，砂岩からはじまり，

シルト岩・石炭層と移行する輪廻相がみられ，上位の

爽炭部は頁岩ないし砂質頁岩を主とするが，しばしば

厚層の砂岩が挟在している．全層厚は推定240m.陸域

では小倉北区三郎丸以北の小倉・宇佐町両断層に挟ま

れた地域に分布し，数力所で採掘されていた．海域で

は小倉北・戸畑両区にかけての埋立地の砂津断層南側

一帯と藍島・馬島の南側一帯の海底に分布が確認され

ている．また小倉北区砂津港船溜りの海底に遠賀層最

下部の石炭層（八尺層）の賦存が知られている．

2. 芦屋層群

大辻・芦屋両層群は筑豊炭田では不整合関係にある

が，当地域では地表での露頭が無く，旧炭鉱坑内や試

錐資料で上下関係が認められたに過ぎず明確ではない．

ただ筑豊炭田において山鹿層基底部の厚い含貝化石砂

岩層の下位に岡部ほか (1974a)により報告された比較

的細粒で小型二枚貝化石の密集した薄い地層と類似の

岩層を道路公団による試錐中にも確認している

(TOMITA, 1970)ので，筑豊炭田のそれらと同じ関係に

あるのかも知れない．

陸域における芦屋層群は小倉北区砂津南方の地下に

山鹿層の一部が分布するのみで，他はすべて海域に広

く分布し，島嶼部はすべて本層群の岩層で占められて

いる．かつて福岡教育大付属小倉小学校敷地内で山鹿

層と基盤岩が断層で接する露頭が見られた．陸域の山

鹿層は旧炭鉱資料では層厚約200m,下位より貝化石を

多産する含海緑石含礫砂岩にはじまり細～中粒砂岩に

移行し，上半部は頁岩ないし凝灰質砂岩より成り，砂

岩中に炭片を含むことがある．先述の道路公団試錐で

は，含礫砂岩の下位に厚さ数10cmの小型貝化石を含む

砂質泥岩層がくる．

島嶼部の芦屋層群は岩橋・小原 (1959) によれば山

鹿層は推定層厚340m,筑豊炭田の山鹿層中の折尾・則

松両部層に対比し得る A・B2部層に分けられる．下

部の A層は藍島・馬島・彦島西山地区～竹の子島など

に分布する．岩層は緑色～緑灰色粗粒砂岩を主とし，

砂岩～細粒砂岩を挟み，下部で特に動物化石を多産す

る.B層とされたのは六連島南部の頁岩勝ちの地層を

指す（約60m以上）．六連島中～北部は坂水層とされて

いるが，上・下部が凝灰質細粒～中粒砂岩および粗粒

砂岩を主とする地層から成り，中部には細粒層優位の

互層を挟む．層厚は地表で150mとなっている．これに

対し原・首藤 (1983)の貝化石群集に基づく対比案（第
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3表参照）が提案されているがこれについては産出化

石と共に第III部で述べる．

II. 筑豊炭田

A. 分布と地質構造

炭田古第三系の分布域は炭田のほぼ中央を南北に走

る基盤岩の丘陵（六ケ岳一金国山彙）に隔てられた東

西二帯に大別される．東帯は南端の田川郡添田町枡田

付近より北の彦山川一遠賀J11流域に広がり海岸に達す

る．西帯は南半部は山田市・嘉穂郡南部地域に幅広く

分布し，中・北部は一転して鞍手郡宮田町より遠賀郡

岡垣町にかけ比較的狭長な分布を示す． この間，中部

の直方市一宮田町付近と最北部は両帯の地層は相接し

て連なってみえる．なお西帯南部の西側には嘉穂郡筑
だいぶ

穂町大分地区を中心として半ば独立した分布域がみら

れる（第4図）．

本炭田の地質構造は松下 (1951)の「筑豊型地質構

造」の典型を示す．即ち分布域の東縁は西落ちの断層

で基盤岩と接し，西縁は不整合でこれを覆い，地層は

全体として東傾斜で東縁断層近くでこれにほぼ並行す

る向斜軸が走り，その東側，断層との間の狭い地域は

西に急傾斜している．東縁の断層（いわゆる‘‘基盤断

層//)は一本の直線状ではなく数力所で大きく屈曲ない

し他の断層に収れんする形をとっている．東帯では北
こうじゃく かわら

九州市八幡西区上津役付近と田川郡香春町に屈曲点が

あり，上津役以北を二島断層・上津役～香春間を福智

山断層・香春以南を田川断層と呼んでいる＊（富田，

1967, 1968). このうち二島・福智山両断層接合部は両

断層がほぽ直角に接し，南側の福智山断層最北部が大

きく西に張り出す形をとっている．また同じ断層の南

端部は古生層より成る香春岳の南麓をめぐるように弯

曲し，田川断層に直角に接するが，両断層にかこまれ

た三角形の地域（いわゆる香春三角地帯）は多くの断

層が様々な方向に走り，地層も不規則な摺曲を示して

いる（野田， 1968). 田川断層はほぼ南北に直線状に走

り，さらに南北に延びて小倉一田川構造線（木下ほか，

1954)の一部を形成するもので，この断層を境に先古

第三系が大きな左横ずれの変位をうけている．この断

層は露頭では基盤岩側に傾斜して見掛上逆断層の形を

とることがある．西帯は鞍手郡宮田町一直方市付近と

田川市南西の猪国付近（山田市北東方）に屈曲部があ

＊いずれも炭鉱現場での呼称に従った．松下(1976b,1971a) 

は福智山断層を二島断層に含め，田川断層を「湯ノ山断層」

と呼んだが， この呼称は一般的ではない．

り，いづれも北側の断層が大きく東に湾曲して南側の

断層とほぼ直角に接している．これらは北から室木・

高倉・熊ケ畑断層と呼ばれている．室木断層は一条の

断層というよりも，むしろ北西系の互いに雁行する断

層群の東南端が収れんする形で古第三系分布域の東縁

を形成しているように見える（坂本， 1954). また熊ケ

畑断層は北方に延び，基盤の変成岩と花尚閃緑岩の境

をなし，南方では後述の岩崎断層に合している．断層

が大きく屈曲する宮田町・山田市両区域では，東帯の

香春町地区に準じた性格を示し，前者では局地的な古

第三系のドーム・ベースン構造や室木断層の一部に田

川断層同様の逆傾斜がみられ（高橋ほか， 1971),後者

でも不規則に多くの断層が発達している（野田，

1971). 西帯では東縁断層のほかに，これにほぼ平行に

走る断層で地層がくり返し露出し，断層の一部は基盤

岩との境界を形成し，基盤断層の性質も示している．

その一つは飯塚市北方より嘉穂郡稲築町岩崎を経て嘉

穂町上大隈に走る岩崎断層で，さらに南進して嘉麻峠

から朝倉郡小石原村へ抜ける谷地形を形成すると考え

られている．他の一条はその西方，飯塚市街地より嘉

穂郡碓井町に抜ける平恒断層で，そのほぼ中央に当た

る穂波町平恒付近に基盤の変成岩小露出域と西側の古

第三系が本断層で接するのがみられる．なお西方，大

分地域ではこれら筑豊炭田の一般構造と異なり，西側

に弧状の断層が走り地層はおおむね西傾斜である．な

お第三紀層中には西帯北半にみられるような基盤断層

から分岐して北西に延びる比較的大きな断層のほか，

これと斜交する北々東方向あるいは第三紀層の走行に

ほぼ平行する断層がある．このほか局地的な過摺曲構

造（松下， 1971a)や水平ずれのみの断層（坂倉，

1961), 段丘礫層を切る断層（浦田ほか， 1977)が知ら

れており，いずれも後期新生代の地殻変動によって形

成されたと考えられる（小原ほか， 1989).

B. 層序区分について

筑豊の産炭地が遠賀川下流東岸地区と他の地域に隔

てられているため，それまで不明とされていた両者の

石炭層の層位関係について，鈴木(1894-1895,1898a-c) 

は二つの地域の石炭層が層位的に異なり，前者は後者

よりはるか上位にくることを指摘した．木戸・松田

(1904)は上位の爽炭層部分を含む一連の地層を上部爽

煤層，下位のそれを下部爽煤層とし，両層は不整合関

係にあろう，とした．両氏はさらに上部央煤層を貝化

石を多く含む上層と，石炭層の集中する＊下層に分け，

下部爽煤層では石炭層が数枚づつ集中して群をなして
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挟在し，各群の間に炭層の乏しい岩層が介在すること

を明らかにし， これら炭層群を下位より大焼・三尺五

らの地層を古第三系に含め，下部爽煤層の各炭層群を

中心に累層を設定し，同じく下位より大焼層・三尺五

尺層・竹谷層・上石層と命名，これらを一括して直方

層群とした．また上部爽煤層のうち貝化石を含む上部

層を芦屋層群，石炭層を多く挟在する下部層を大辻層

群とし，前者は下位より山鹿・坂水・脇田の 3層に，

後者は爽炭層部を遠賀層と呼び，遠賀層と下位の上石

層の両央炭層の間にある厚い砂岩層（木戸・松田の地

質図では下部爽煤層となっているが本文の記述では上

部央煤層に連なるように読み取れる）を出山層と命名

した．長尾 (1927c)によれば，出山層は下位の上石層

とは岩層上類似するものの，遠賀突炭層との間にあっ

て稼行炭層を欠くことで上・下の爽炭層を識別するた

め‘‘便宜上// 1累層を設定した，とある．これに対し

松下 (1949) は長尾の層序区分に従いながらも，直方

層群と大辻層群は明らかな不整合関係にあるとし，直

方・大辻両層群にそれぞれ対比される北西九州諸炭田

の相当層からの産出化石群が両者の間で大きく変化す

ることから直方層群を上部始新統に，大辻層群を下部

漸新統に含めた．さらに同氏は直方層群が南部ほど層

厚を増し，海棲～汽水棲動物化石の産出が南部に限ら

れること，大辻層群出山層は海成であり北に向かって

粗粒相となること，また遠賀層以上の地層の分布が炭

田北半部に限られること，などから，直方層群は筑豊

の堆積盆地（古直方盆地）が南方からの湾入（古有明

湾入）と連絡した時期の，大辻層群は一転して北から

の海進と湾入（古玄海湾入）の時期の生成物であると

し，この間に大きな変動があったことを強調した．一

方，大辻・芦屋両層群間は同じ湾入部に海水が入り込

んだだけで整合関係にあると考えている．その後，

SAITO (1957) は芦屋層群を中新統とし大辻・芦屋両層

群間に大規模な不整合を提唱している．

近年，岡部・小原 (1972) は従来，芦屋層群山鹿層

基底とされた厚い含貝化石砂岩層の下位に遠賀一芦屋

の中間的性質を示す重鉱物組成をもつ細粒岩層を報告

した．さらに岡部ほか (1974a)によって，この岩層は

含まれる化石群が明らかに芦屋型であり，下位の遠賀

層本体と不整合関係が認められることから，山鹿層の

基底層と認定された．このことにより，大辻・芦屋両

層群は不整合関係にあることになる．また富田(1967)

＊木戸・松田はこれを遠賀炭層群と呼んだ．

は東帯南部（田川地区）において，出山層基底部が上

石層最上部と明らかに斜行することを見出し（第8図

版第2匿），さらに従来，¥¥便宜上”設定され無炭層と

してあいまいなままにされていた出山層の再定義を行

ぃ，その層序と分布を明確にした (TOMITA, 1972). こ

れによると，西帯南部（飯塚地区）に分布する出山層

は縁辺相を示すことから，出山層堆積直前に古直方盆

地の東への傾動・堆積盆地の中心の東への集中が考え

られ，さらに出山層堆積時の中期に堆積盆地が南北に

分離し，東帯南部（田川地区）では他よりも炭質岩層

に富む特有の地層が堆積した． この間他地域では下部

から上部まで一貫して律動的な輪廻式堆積が続いたと

考えられる．即ち出山層は松下の古有明湾入から古玄

海湾入に移行する変動期に形成されたものということ

ができる．

c. 各地層の岩相・層序

1. 直方層群

直方層群は他の上位2層群の分布が限られているの

に対し，すべての地域に分布し，炭田北東部を除く全

域で石炭が採掘された．前述の通り本層群は 4累層に

区分されているが，本来石炭層を群として識別するこ

とから始まり，上下の岩層も含めて累層にまとめたい

きさつがあるため，炭鉱現場で異なる見解を示される

など，地層の境界が明確でなかった．第 I部で述べた

とおり，本炭田のいわゆる非海成層は一般に粗粒相優

勢の上方細粒化サイクルが認められ，石炭層はその細

粒の部分に発達する．このことから，これら炭層群は

累層単位としてみた大きな輪廻の最上部に当たると考

えられる．こうして各炭層群最上部の石炭層の上位に

くる連続性のある粗粒岩層（多くは礫岩ないし礫質砂

岩）の下底を累層の境界として各地の地質柱状を整理

し，各層の層厚と石炭発達状況の地域変化を第5図に

示した．この図によると，全層厚・炭層発達状況とも

東西両帯で似た傾向を示している．しかし主要炭層を

個別に検討すると，各層の層厚変化と関わりなく東・

西それぞれの帯の分布域内では比較的連続して追跡で

き，炭層の分岐・炭丈の消長などはあるものの，ほぼ

一連の堆積区で形成されたことがうかがえるのに対し，

至近にある東西両帯相互の石炭層には炭層間の厚さ・

炭柱の対比は難しい．さらに各累層の全層厚も東西で

異なるなど直方層群堆積時，すでに東西両帯の間に何

らかのバリヤーが存在し，互いに連絡しつつも半ば独

自に炭層が形成されたことを示している．
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第4図 筑豊炭田地質図（第四系を除く，海域は細野ほか， 1975, による）
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おおやけ

a. 大焼層

本炭田古第三系の最下部の地層として基盤岩を不整

合に覆う．下半部は両帯とも南部では炭質岩層をほと

んど含まず，凝灰質シルト岩の薄層を伴う粗粒の含石

英礫アルコーズ質砂岩より成る．この砂岩はしばしば

珪砂として採掘されている（原田・高井， 1974).基底

部は小倉炭田ほど著しくはないものの，古生層・変成

岩を基盤とする地域では比較的起伏に富み，南縁部付

近ではたまに基盤の隆起・湾入も認められる．またこ

のような地域では変成岩角礫を含む地すべり性堆積物

が局地的に見出されることがある．花岡岩類を基盤と

する地域では，一部例外はあるものの，比較的平坦で，

風化すると基盤の花岡岩と上位の白色アルコーズ質砂

岩とが露頭で一見識別し難い層相を呈することもある．

層厚は南部で層厚最大400m(飯塚地区）および300m

（田川地区）に達するが，北に向かって急激に厚さを減

じ，直方・宮田以北では70,--.....,lOOmとなり，西帯最北部

では全く尖滅して上位の三尺五尺層が基盤を直接覆う．

石炭層は上半部で発達するが北に向かって炭丈比・

山丈とも減少し炭質も劣化し，枚数も減少する．また

北半部では石炭層を含む爽炭部が基盤岩に近接してく

ることから，南部の大焼層下部は北に向かって薄層化

ないし基盤にアバットしていると考えられる．爽炭部

の岩相は若干細粒岩層が多くなるものの，基本的には

下半部のそれと大差ない．また紫赤色岩層は南北を通

じて基底部付近に局地的に見出されるほか，爽炭部分

の中部の層準にもやや顕著な岩層があり，採炭上の指

標となっていた．基底部付近の紫赤色岩層は先述の地

すべり性堆積物を含め古生層・変成岩を基盤とする地

域に見られることが多い．

b. 三尺五尺層

直方層群中最も重要な央炭層で，下半部は砂岩・礫

岩より成り，特に基底部の礫岩は西帯南部で厚層をな

し，東帯でもたまに大礫を含むことがある．上半の突

炭部は砂岩頁岩互層ないし頁岩勝ち互層を主とする．

層厚は南部では210m,10枚以上の稼行炭層を挟む．

北部では50,--.....,70mと薄くなり，炭層数も減少するもの

のなお数枚の稼行炭層が賦存し，また炭田の南北を通

じて安定して石炭層が発達する．

石炭層は大焼層のものと比べ各炭層間が接近し，特

に北部ではほとんど密集して厚さ約20mの間に 6層

の主要炭層（山丈 1,.....__,l.5m前後）が見出されることが

ある．紫赤色岩層は最北部付近にみられる．

C• 竹谷層

竹谷層は一般に下部に著しい砂岩礫岩層より成り，

中～上部は砂岩・頁岩厚互層を挟んで石炭層を伴う砂

質頁岩または頁岩がみられる．

炭田の南北を通じ層厚80.-....,120mで，特に南北間の

層厚変化は見出せない．石炭層は少なく，分布域を通

じてあまり良好な発達を示さないが，西帯北部は局地

的に発達する．これは直方層群の他の爽炭層にない特

徴と言える．
うわいし

d. 上石層

上石層の最下部は礫岩に富み，下～中部は砂岩・頁

岩互層を主とし，上部は再び礫岩勝ちの粗粒岩層で占

められる．石炭層の発達は直方以南に限られ，有力な

ものは東西両帯とも上部の層準に 3,,....,__, 4枚を数えるに

とどまっている．紫赤色岩層は中～下部の層準でみら

れ，中～北部の地域で発達するとされている．長尾

(1924)は当初，この紫赤色岩層以下を直方層群とし，

上石炭層群以上を大辻層群に含めようとした．

本層は層厚250.-....,300mに達する厚い地層で，西帯南

部では推定350m以上と見積られている．

2. 大辻層群

前述のように大辻層群は¥¥無炭層”たる下部の出山

層と，爽炭層である上部の遠賀層に分かたれる．遠賀

層は東帯北部の北九朴I市・直方市境以北にのみ分布す

るが，出山層は東帯のほぼ全域と西帯南部（飯塚地区）

の小区域とに分布する．

a. 出山層

出山層の下底は田川地区では上石層最上位の稼行炭

層（香春八尺層）の上位にくる砂管を含む厚層の砂岩

礫岩に，また飯塚地区では同じく上石層最上位の炭層

（鴨生小舟層）の上位，薄炭層・炭質頁岩層をひんばん

に伴う砂岩ないし砂岩礫岩層を一部不整合に覆う含貝

化石含礫砂岩ないし礫岩に置いた．一方，上限は直方

市東北方の遠賀層最下位の石炭層（高江層）下底まで，

とする (TOMITA,1972). なお直方市以北では出山層基

底部と上限は一部を除き沖積層に覆われて観察できな

し::,.

出山層は第 I部に述べたように，上方細粒化サイク

ルを基本とする‘‘輪廻層”が分布域の相当部分にわた

って連続追跡できることから，これを分層と対比の指

標とした（第6図）．本層は中部の層準に比較的発達し

た石炭層（直方市付近では山浦層と呼ばれている）に

よって上・下に大別される．模式地の直方市東方では，

さらに下部層は上記の輪廻層に基づいて 3部層に，上
はだか

部層は 2部層に区分でき，これらを下位より平原・羽高
がんだ とんの のぶ

．感田・頓野・野面層とした (TOMITA,1972). これら

の地層のうち平原部層のみ南方の田川地区まで連続し



112 富田宰臣・石橋 毅

N
 ＇ ｀

 

-
N
 

-
H
 

O
P
O
 E
史
'
U
E0~ 

P
O
 E
 D
A
 ,
0
E
 !4
S
 

o
p
n
 N
O
E
 
O
N
 

100 

200 

300 

400 

100 

200 

0 I,)/  

100 

200 

300 

―

―

 

＿

一

- ? 

0 5 km 

口 ―
―
―
 
口

0' 

U
O
I
J
D
 E
」

O.:J

1
4
S
!
D
M
O
 

j
 0Aa~o1 

...、‘‘‘‘

------」----------」------、=--

'','------------J、- _ J_―__ I _ ___-

U
O
l
j
D
 E
」

0
L
L
a
エ
D
A
O

第5図(a) 筑豊炭田（西帯）直方層群各累層の層厚・炭層発達状況の地域変化

(TOMITA, 1972, 原図を一部修正，黒線：石炭層，層厚は山丈）
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第5図(b) 筑豊炭田（東帯）直方層群各累層の層厚・炭層発達状況の地域変化

(TOMITA, 1972, 原図を一部修正，黒線：石炭層，層厚は山丈）
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て分布しているが，その上位の 4部層は田川郡方城町

地域の鞍状構造を示す部分で大部分が削剥され，以南

に連続しない．田川地区では下半部は直方付近と同様

の3輪廻層が設定でき，下位より平原・伊加利・上伊

田層とした．一方，上半部は田川郡大任町に分布し，

良好な石炭層数枚を含む炭質岩層を多く挟む白色砂岩

を主とした岩層から成り下半部のような律動的な輪廻
いまとう

層は認められない．そこでこの上部層は一括して今任

央炭層とした．今任爽炭層は無炭層とされている‘‘出

山層”の上部にあたり，この地域にのみ稼行炭層数枚

を含むなど炭質岩層に富むことから，遠賀層に属する

と考えられたこともある（例えば，松下・小原， 1960:

松本ほか， 1962).しかし，これら輪廻層の追跡・対比

からみて，今任部層は直方付近の上位2部層と同層準

の関係にあることになる．層厚は直方東部で最大700

m, 田川地区では780m以上に達するが，直方市より北

方では急激に薄くなり，中間市垣生西方では全層厚約

500m, 特に下部層は炭質岩層が乏しくなり， 3部層の

識別は困難になっている．一方，西帯・飯塚地区の出

山層は基底部付近に汽水棲貝化石を産する著しい礫岩

砂岩を主とする地層で，厚層300m以上と見積られて

いる．その中部の層準に互いに接近した 2枚の薄炭層

が挟まれ，これによって上・下に 2分できる（富田，

1971). 当地域の古第三系砂岩の含有重鉱物の組成は

出山層上・下両部層間に大きな相違があり，それぞれ

の組成は直方東部の上位 2部層と下位 3部層のそれら

と一致する（小原， 1962; OHARA, 1961). 従って飯塚

地区の上部層（高倉部層）は直方東部の頓野・野面両

部層に，下部層（岩崎部層）は平原・羽高・感田 3部

層にそれぞれ相当する，と見なすことが出来る．なお

田川地区の出山層の重鉱物組成は下位 3部層は直方東

部の 3部層のそれに一致するが，今任央炭層のものは

上位 2部層にも，遠賀層のそれとも合致しない

(TOMITA, 1972). 以上の結果から，飯塚地区の出山層

は垣生西方の下部層と同様に直方一飯塚地区に拡がっ

たとみられる出山層の堆積盆地の縁辺相を示し，今任

突炭層は直方東部の上部層とは別個の半ば独立した堆

積盆地での生成物と考えられる．

本層はさらに北方の遠賀川河口に近い遠賀郡芦屋町

大城から遠賀町若松一鬼津地域にかけ，砂丘砂層の下

位に点在して露出する．ここでは礫混じり砂岩ないし

砂岩・頁岩互層で，上位の遠賀層の分布や全体の層位

関係から一応若松のものを上部層に，大城・鬼津付近

の岩層を下部層に含めている．

b. 遠賀層

炭田北東部における主要爽炭層で，先述の直方・北

九州市境付近の炭層（高江層）より北九州市八幡西区

香月付近の芦屋層群基底の青緑色含礫砂岩下底まで層

厚約380mに達する．これより北では，向斜軸東翼の芦

屋層群と福智山断層に挟まれた狭い地域に下位の出山

層上部の地層とともに露出し，上津役東方の二島断層

との接合部まで連続して分布するが，西翼側では下位

より次第に遠賀川下流の沖積層に覆われ，中間市北部

以北では最上部がわずかに連続露出して地表で観察さ

れるほかに断片的に露頭が散在するだけになる．河口

に近い遠賀川・西）I[合流点付近の遠賀町島津地内では

薄炭層を伴う砂岩頁岩層の小露頭があり，探炭試錐等

の炭鉱資料により遠賀層最下部の層準に相当すると考

えられている．

遠賀層は中部に炭層の乏しい岩層を挟み，その上・

下部に石炭層が発達し，特に下部に主要炭層が多く集

中する．また上部では主要石炭層の間隔が下部より大

きい．この傾向は小倉炭田の遠賀層のそれに酷似する．

下部層は細～中粒砂岩と暗灰色頁岩の互層より成り，

主要炭層 4,......,5枚を含め10層以上の炭質岩層を挟み層

厚80-:-----lOOm. 中部層は下部の礫岩砂岩層にはじまり

砂岩勝ち互層が続き，上半部では頁岩ないし砂質頁岩

を主とし砂岩を伴う．層厚は130,......,150m. 中部の層

準に石炭層 1枚を挟み，その下位に紫赤色岩層が見ら

れる．なお下半部の頁岩層は緑色～淡緑色を呈し，風

化すると白色化するベントナイト質で，旧炭鉱坑内よ

りベントナイトとして採掘されていた（坂本， 1970).

上部層は厚さ約150mで砂岩・暗灰色頁岩互層より成

り，上半部で砂岩・砂質頁岩が多くなる．石炭層は主

要なもの 3,......,4枚を含め約10層が挟在する．なお遠賀

層の石炭層からは松岩（珪化木）がほとんど見出せな

し)

3. 芦屋層群

芦屋層群は炭田最北部にのみ限られて分布する地層

で，下位の大辻・直方両層群がいわゆる非海成層であ

るのに対し，ほとんど海成の岩層で占められ，海棲動

物化石を多産する．分布は北九州市八幡西区香月付近

より北側の同市八幡西・若松両区にまたがり，遠賀川

右岸のいわゆる折尾丘陵地のほぽ全域に露出している．

東は二島断層を隔てて基盤の関門層群と花向閃緑岩類

に接し，西は遠賀川右岸で下位の遠賀層を不整合に覆

ぅ．向斜軸は二島断層から1.5,......, 2 km離れてこれと並

走し，北西系の数条の断層によって地層が一部くり返

し露出するため，分布域は見掛け上広くなっている．
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本層群は長尾 (1925b)により産出化石種はいずれも差

異がみられないものの岩相的にみて下位より山鹿・坂

水・脇田層の 3層に区分された．山鹿層下部は厚い砂

岩層より成るが，その下底と下位の遠賀層最上部とさ

れた岩層との間には地表の露頭・坑内とも明らかな不

整合とみなすべき積極的な証拠が見出せなかったこと

から，従来は芦屋・大辻両層群は整合関係にあるとさ

れてきた．岡部・小原 (1972)が報告した上記砂岩層

の下位の海棲貝化石を含む暗灰色頁岩層は長尾 (1972

c)によって淡水産と思われる不鮮明な二枚貝が採集さ

れた遠賀層最上部に相当する．元来この含化石層は岩

相的には下位の遠賀層に酷似し，地表での分布も局地

的であるため芦屋層群の全面的海進に先立った遠賀層

の海成相とも考えられていた＊．しかし岡部ほか(1974

a) はこの細粒岩層に含まれる化石は芦屋層群に特有

の種であり，下位の遠賀層から水野・高橋 (1962)に

より報告された化石種と明らかに異なること，この地

層が下位の遠賀層上部の石炭層をも含む様々の層準を

切っていること，さらに各地での探炭試錐によって山

鹿層砂岩の下底に広く随伴して分布することなどを確

認し，この地層が芦屋層群に属し，下位の大辻層群と

は不整合関係にあることを明らかにした．

本層群は北西九小卜1の古第三系とともに海棲化石を豊

富に産出し近年は脊椎動物化石の報告が相次いでいる．

産出化石について第III部で若干ふれる．

a. 山鹿層

従来，山鹿層は岩相上大きく 2分され，下部を折尾
のりまつ

砂岩層・上部を則松頁岩層と呼ばれた（松下・小原，

1960)が，その下位の岡部ほか (1974a)による新たな
ころすえ

最下部層は頃末泥岩層と命名されている．

頃末泥岩層は含貝化石暗灰色頁岩を主とし，基底部

に緑青色礫岩，上部に青灰色細～中粒砂岩を伴い層厚

約30m,化石を含まないと下位の遠賀層の頁岩との区

別は難しい．

折尾砂岩層は層厚200,......,300mに達する砂岩を主と

する厚層で，下半部は基底部に礫岩ないし礫混じり砂

岩を伴う緑青色含海緑石砂岩より成り，一部凝灰質頁

岩を挟む．中～上部は暗灰色細粒砂岩ないし砂質頁岩

から上方に粗粒化し青緑色砂岩主体となる．基底部付

近にレンズ状の石炭を挟むことがある．様々の層準で

海棲動物化石を多産する．

則松頁岩層は層厚100,......,140m,暗灰色頁岩ないし砂

質頁岩より成り，中部に緑青色砂岩ないし礫質砂岩，

＊故松下久道名誉教授の談話による．

最上部に淡灰色凝灰岩質砂岩が挟在する．折尾砂岩層

同様，海棲化石を多産する．

b. 坂水層

一般に泥質岩層に富む厚さ500m以上に及ぶ地層で

ある．坂水層は北九朴I市折尾～二島間で，岩層に基づ
き5部層に区分された（松下ほか， 1957)が，岡部・

小原 (1972)は分布域のほぼ全域にわたって岩相を解
じん はる ほんじよう

析し，下位より陣ノ原砂岩層・本城砂岩頁岩層・ニ島

砂岩頁岩互層の 3部層に整理した（第2表）．

陣ノ原部層は礫質砂岩にはじまる緑灰色ないし淡青

色中～粗粒砂岩より成り，最下部約20mは凝灰質でし

ばしば北西九州第三紀層中にみられる｀骨石’’状を呈

することがある．長尾 (1927c)・ 松下 (1949)は当初

この岩層までを山鹿層に含めていた．全層厚150,......,200

m, 下部と上部で化石を産する．

本城部層は層厚150,......,170m,砂岩優勢の砂岩頁岩互

層で青灰色を呈する．中部と最上部の層準に石炭層が

挟まれる．この炭層は本部層の分布域最南部で発達し，

一部稼行されたといわれている．また北部では，これ

らの層準に珪化木が見出される．

二島部層は凝灰質頁岩が挟在する泥質細粒砂岩，暗

青色頁岩，細～中粒砂岩と累重し，層厚150,......,200m,主

に下部の層準に貝化石を多産する．
わいた

C• 脇田層＊

筑豊炭田では最上位の地層で若松半島基部の向斜軸

松下は共に層厚200m程度

と見積もっているが，岡部・小原 (1972)は試錐資料

などから本層を約400m以上とした．貝化石を多産す

る砂岩・頁岩の厚互層より成り，砂岩は緑青色を呈す

る．松下ほか (1957)は二島北方・頓田貯水池周辺で

本層を 6部層に区分した．しかし岡部・小原の坂水層

上部と地質図上で重複しており，海岸部の岩層との対

比も不明確な点が残されている．

III. 宗像炭田

A. 分布と地質構造

宗像炭田（長尾， 1927b)の分布域は主として宗像市

域の中央を東西に走る JR鹿児島線以北に広がり，宗
像郡玄海町の玄海灘に面した海岸付近の砂丘砂層や沖

積層下にかくれてしまう．さらに北方へは大島・地ノ

島によって囲まれた海域のほぼ大半を占め，大島近く

＊長尾 (1925c)は本層を“わきた”層と呼んだが，模式地で

地層名の由来となった地元では脇田（わいた）と発音するた

め，その後“わいた"層と呼び倣うようになってしまった．
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第7図 宗像・津屋崎地域の地質図

（第四系を除く，海域は細野ほか， 1975,による）

まで達していることが知られている（細野ほか，

1975). JR線以南では，宗像市自由ヶ丘地区とその南

方に北々西ー南々東に細長く延び，一部鞍手郡若宮町

にかけて分布している（第 7図）．

本炭田の古第三系は東縁を北々西方向に走る断層＊

で基盤の関門層群・花岡岩類・玲岩類に接し，南部で

は地層は概ね東に傾斜するが，北部や西部では走行・

傾斜とも変化に富み，小規模の摺曲構造が多数認めら

れる．赤間断層は玄海町池田付近でこれをほぼ直角に

切る断層によって以北の部分が西に転位している．ま

＊仮に赤間断層と呼ぶ．

た断層の東側にも基盤岩を不整合に覆う古第三系が点
もち

在的に分布している．西縁は宗像市西端，用山付近よ

り旧国道白水峠にかけ東縁断層とほぼ同方向に走る断

層で関門層群と接している．炭田南端部付近では宗像

市境一帯に前記赤間断層とほぼ並行する断層により，

下部の地層がくり返し細長く分布するが，その多くは

当地に造成されたゴルフ場工事のため失われている．
かとう

炭田北半部では，宗像市河東地区に基盤岩（玲岩・花

湖閃緑岩類）が北に張り出して露出し，古第三系はそ

の北側をとり巻くように分布する．この付近で北々西

方向の断層が数条走っているが，筑豊炭田にみられる

著しい筑豊型構造は東縁部と炭田南部にしか見出せな
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し)． 

B. 地層区分について

長尾 (1927b)は当地の第三紀層が地質構造的に筑豊
けいせん

炭田西帯南西部の豆田四近（現・嘉穂郡桂川町JR桂

川駅周辺）のそれと類似することを指摘し，筑豊炭田

の直方層群の一部が分離した， として同層群に含めた．

ただし地層区分に当たっては地域的層序として下位よ

り赤間・釈迦院・吉田・池田の 4層に分けた． このう

ち下位2層は筑豊炭田直方層群の三尺五尺層に，上位

2層は同じく竹谷層に対比させている．松下 (1949)

はこれらの層序を再検討し，筑豊炭田の直方層群とは

岩相層序が異なるため別個の堆積区で形成されたもの

として宗像層群と総称し，下位より陸巖寺・多礼・相

原・大ノ井・池田の 5層に区分した．このうち最上部

の池田層は長尾のそれと同名であるが後者の吉田層上

部をも含んでおり，吉田層中～下部を大ノ井層とした．

また赤間層は長尾の見積りより厚い地層で岩相上2分

できるとして陸巖寺・多礼両層を設定した．さらに松

下は筑豊炭田との対比について同氏の下位2層を大焼

層に，相原層を三尺五尺層に，吉田・池田両層はそれ

ぞれ竹谷・上石各層に相当する， としている．その後，

松下・小原 (1960)は大ノ井層の模式地としては宗像

市大ノ井付近に比べ，玄海町吉田一帯がよりふさわし

いとして名称を改め，吉田層を採用している．松下は

後に福岡県による土地分類基本調査の表層地質図に再

び大ノ井層を用いているが，その理由は明記していな

い（松下， 1972a・b). そのほか松本ほか (1962)は松

下の下位2層を東郷層・赤間層と呼んでいる．当地の

古第三系からは動物化石の報告はなく，分布・地質構

造も含めなお明確でない点も多い．ここでは一応，松

下・小原の区分と記載に従っておく．

陵巖寺層は基盤を不整合に覆う礫岩にはじまり砂

岩・頁岩を伴う．礫岩は主として中礫より成るが，と

きには大礫を混える．また炭田南端部と中部河東地区

で炭質岩層を伴うことがある．これらの地層はしばし

ば紫赤色を呈し本層の特徴の一つとなっている．層厚

約40m,南部では層厚を減じ尖滅することもある．本

層は玄海町池田～宗像市JR赤間駅前地域で上位の多

礼層と共に赤間断層のすぐ東側にも小分布地がみられ

るが，さらに東方の陵巖寺付近の丘陵上に孤立した小

分布区が報告されている．ただ当地の大礫礫岩層は富

田ほか (1989)が報じた炭田南西方，王丸地域の新期

礫層と酷似しているので，さらに検討が必要である．
たれ

多礼層は層厚60........,80m,一部で直接基盤を覆うこと

もある．砂岩を主とし頁岩を挟み局地的に紫赤色岩層

を伴う．陵巖寺層と同じく炭田南部では石炭層が挟在

し，やや肥厚するものがみられる．
そうばる

相原層は砂岩・砂質頁岩～頁岩の互層から成り，最

下部に礫岩を伴ひ骨石様凝灰質岩層を挟む．層厚140

m, 北に向かって薄層化の傾向がある．本層は炭質岩

層に富み，各地で小規模に稼行されていた．特に下部

と上部の層準のものは炭田南部で発達する．石炭層に

はひんぱんに松岩（珪化木）が含まれ，下位の 2層と

異なり切株状のものが目立つ．この傾向は筑豊炭田の

三尺五尺層中の松岩の産状に似ている．

吉田層（大ノ井層）は宗像市北縁から玄海町にかけ

広く分布し，また炭田南部にもわずかに分布する．全

層厚300mに達する厚層で，下部は厚い礫質砂岩，中

～上部は頁岩砂岩互層より成り，互層中の砂岩も礫を

混えることがある．また礫はいずれも角礫質のことが

多い．砂岩は緑青色を呈するが風化するとしばしば赤

色を帯びることがある．また紫赤色岩層も含まれる．

なお北部で炭質岩層の挟在が報告されている．松下

(1949)によればJR線以南で本層の分布は図示されて

いないが，筆者らの観察では自由ケ丘地区や宗像市昼

掛東方の丘陵頂部の厚い砂岩層は本層に含めうると考

えている．

池田層は玄海町池田地区にのみ分布が限られる．地

表では下位の吉田層とは断層で区切られ相互の関係は

みることができない．本層は宗像炭田随一の良好な爽

炭層で， 5,........, 6枚の有力炭層を含む炭質岩層が本層の

下部，基底より約15m上位の層準より約20m余の間に

集中している．岩層はうすい基底礫岩を伴う砂岩頁岩

互層より成る．上部層の一部で赤色を呈することがあ

り，また骨石様凝灰質岩層もみられる．層厚は推定100

m以上．

N. 福岡ー粕屋炭田

A. 分布と地質構造

本炭田はかつて福岡市東部とその東方・粕屋郡内に

広がる粕屋（糟屋）炭田と福岡市中西部一帯から博多
さいとざき

湾を隔てて海ノ中道・西戸崎地区に露出する福岡（あ

るいは早良）炭田に分けて扱われていた（長尾， 1927

d). その後，両炭田を地理的に隔てる福岡市中心部

（現・博多区）の那珂川・御笠川沖積低地の地下にも第

三紀層の分布が確認されているため，両炭田を構成す

る第三紀層は一連の地層であると考えられるようにな

り，第二次大戦後は公的に"福岡炭田”に統一され，
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それぞれは粕屋地区・福岡地区と呼ばれ，地層名も統

合が試みられた（山崎ほか， 1958;松下・小原，

1960). しかし山口ほか (1984),富田・山下 (1987)

らによって指摘されたように，岩相層序・層厚・炭層

発達状況などが両地区間で大きな差異があり，共通の

地層名で扱うのは少なからず無理がある． このため本

稿では便宜上，旧来の炭田・地層名を用いる．

福岡・粕屋両炭田域は御笠川（石堂川）に沿って北

西ー南東に走ると推定されている断層（いわゆる福岡

ーニ日市構造線）によって一応の境界が引かれている．

東側の粕屋炭田地域の古第三系は基盤岩より成る山稜

によってさらに東・西両分布域に分かたれている．東
ささぐり

部地区は粕屋郡篠栗町南部を底辺とし，東側の三郡一

犬鳴山地と西側の立花山塊に挟まれ，同郡新宮町東部

（旧立花村）に至る長三角形の分布域を示す．西部地区

は地表では福岡市東部と粕屋郡内を東西に流れる多々

良川の沖積地で南北に分かたれるが，本来一連のもの

で粕屋郡南端から南の太宰府市にかけての地域から北

西に福岡市東区名島一香椎付近の海岸まで帯状に分布

し，さらにその北方に雁行して同市和白一三苫付近の

丘陵にも小分布がみられる（第8図）．

粕屋炭田のうち東部地区はほぼ典型的な筑豊型地質

構造を示している．即ち，分布域の西縁をほぼ南北に

走る断層（立花断層）で立花山塊の三郡変成岩・花岡閃

緑岩に接し，東縁は不整合で基盤の変成岩類を覆い，

地層は西南西に傾斜している．南縁部は不整合に小断

層が組合わさって相当複雑な境界を示している（高橋，

1959; 野田， 1966,山口ほか， 1983).また第三紀層中

にも北西系の断層が雁行し，多くは北落ちで地層のく

り返しがみられる．この北西系断層の多くは立花断層

より分岐したとみられるが，南半部は筑豊炭田西帯北

西部の雁行断層群を思わせる．これに対し西部地区で

は南半部（以下，南部地区とする）は北東縁を断層で，

南西縁を不整合で基盤に接しているが，中部以北（以

下，北西部地区）では北東縁の断層の北側にも第三紀

層が断続的に分布し，いずれも不整合で基盤にのって

いる．両地区を通じて地層はいわば舟底状構造を呈し，

向斜軸は南部では分布域のやや北寄り，北西部では南

寄りを北々西方向に延び，軸の両翼の地層は一部

30,..,__,35゚ を示すものの，おおむね15,..,__,z5゚ の緩傾斜であ

る．南部地区南西側の月隈丘陵では，第三紀層は丘陵
ベふ

西端付近を南北に走る東平尾一別府断層で断たれ，断

層以西は後述の臼井層がわずかに露出するのみで広い

沖積地下にかくされてしまう．従来，香椎丘陵海岸部

（東区香住ケ丘ー浜男付近）と名島丘陵西端部（同名島

一城浜付近）は陸上部の露頭からみてほぼ一連整合に

地層が累重分布すると考えられていたが，博多湾東部

（和白潟）には広く花閾閃緑岩の分布がみられること，

香椎浜男付近の海岸地先（御島崎）の小岩礁が三郡変

成岩に属する蛇紋岩であることなどから，両丘陵を隔

てる低地（旧香椎潟跡）に北西方向の断層の介在が考

えられる＊．従って北西部地区の第三紀層は海に向か

って薄層化すると同時に断層によって繰り返し分布す

る形をとるのであろう．

福岡炭田とされた地域は，福岡市中央・南・城南各

区にまたがって広がる丘陵地（平尾丘陵）の北側大部

分とその西方，室見川下流の沖積地地下にかけて広く
さいとざき

分布し，さらに博多湾中央部から北側の西戸崎地区に

まで延びている．

平尾丘陵での第三紀層はおおむね15,......,25゚ の西傾斜

で，並行する北々西系の断層と，これに斜行し分岐・

収れんする形の断層が組合わさって複雑にくり返し露

出する．分布域の南縁は一部不整合がみられるが，多

くは東西系の断層で花閾岩類に接する．福岡市街地の

中心となっている那珂川・御笠川下流沖積地の地下は

断片的にしか知り得ないが，中央区赤坂付近より南東

に平尾丘陵の東縁に沿って走る断層（警固断層，向山

ほか，1981)以東で急激に第四紀堆積層の厚さが増加す

ることから，中央区天神一帯はこの断層による一種の

断層線谷を形成していたようである．これらに対し炭

田西半部では，室見川河口左岸の一丘陵をなす愛宕山

を中心に東西に長い比較的ゆるやかな盆状構造を示し，

南・西縁はそれぞれ東西・北々西方向に走る推定断層
のこのしま

で区切られるが，北翼は博多湾内に浮かぶ能古島（旧
のこ

称・残ノ島）までほぽ連続している．前記平尾丘陵も

大局的にはこの盆状構造の東側部分を構成していると

も言える．西戸崎地区の第三紀層も同様に同地区大岳

付近を中心とする盆状構造を形成しているが，その西

半部は西方，志賀島とを隔てる断層で切られている．

試錐資料によれば，福岡・粕屋両炭田間には福岡空

港付近より北西方に，JR博多駅北方一帯にかけての沖
積層下には花岡岩の張り出しがみられる（向山ほか，

1981). このような基盤の突出部は後生的なものでは

なく，本来の古第三系堆積盆地に潜丘ないしバリヤー

として存在したと仮定すると，両炭田間の岩相層序等

＊海底部の基盤岩の分布は工学部山下明夫博士の御教示によ

る．また御島岩礁の試料採取と同定については，当教室下山

正一博士並に上原誠一郎助手の御協力を得た．なおこの岩

礁に至近の香椎浜埋立地を通る都市高速道路 1号線の橋台

部分の地下では第三紀層の賦存が確認されている．
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口花岡岩・花岡閃緑岩類

区三郡変成岩類

。
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， 
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第8図福岡一粕屋炭田地質図

（第四系を除く，海域は細野ほか， 1975,及び山下，未公表資料による）

の相異も理解できる．

B. 層序区分について

粕屋炭田地域は筑豊炭田と共に比較的古くから開発

され，しかも海軍直轄炭鉱（海軍新原採炭所，のち国
しめ

鉄志免鉱業所）が立地していたため，調査も早くから

進められてきた．徳永 (1927)は本炭田を多々良川沖

積地の南北に分け，それぞれの地域に賦存する石炭層

を各々 4群にまとめ，北部（筆者らの東部地区）の炭

層群を南部の下位2炭層群に対比させた．長尾 (1927

c) は同じく南部地区において第三紀層を下位より炭

焼・勝田・宇美・名島・新原・須恵層の 6層に分ち，
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炭焼層は南部地区にのみ分布すること，徳永が設定し

た炭層群の上位2群（第 1• 第2炭層群）は須恵・新

原両層に，第 3炭層群は宇美層に，最下位の第4炭層

群は勝田・炭焼両層に含まれる石炭層に相当すること

を明らかにしている．さらに同氏は名島層がその上位

と下位の突炭層に挟まれて石炭を含まず，まっぱら粗

粒の岩相を示すのは筑豊炭田出山層と同様であること

に注目し，名島層以上を大辻層群，下位3層を直方層

群に含めた．その後，竹原 (1936,1937b)は炭田北西

部地区や東部地区北部の岩層分布を明らかにしたが，

長尾の炭焼・勝田両層は北部では岩相層序的に区別し

難いので一層として扱うべきであること，東部地区に

おいては長尾の須恵層＊よりも上位の地層が重なる可

能性のあることを指摘した．松下 (1949) は竹原と同

じく炭焼層が炭田南部に限られることから，炭焼・勝

田両層をまとめ高田層を設定，さらに長尾 (1928a)が

月隈丘陵北西端において炭焼層の一部と推定した古期

岩層を不整合に覆う紫赤色岩層を含む一連の地層に対

し臼井層と命名し高田層の下位にくるものとした．ま

た本炭田は本来別個の堆積区で形成されたと考え，直

方・大辻両層群に代え粕屋層群・志免層群とした．な

野田

(1966)も層序・地質構造について詳しい報告を行って

いるが，両氏とも炭焼・勝田両層に区分し，波多江は

松下の臼井層下部を｀臼井層”に，上部は炭焼層に含

めている．また炭田東部地区では高橋 (1959)が松下

の区分に従い，さらに各層の細分を試みている．

福岡炭田では後述のように有力な央炭層部は地表に

露出していなかったため，炭質岩層を伴う第三紀層の

存在が確認されていたに過ぎない．長尾 (1925a)は西

区姪ノ浜付近に露出する姪ノ浜砂岩層とその下位にあ

って広い分布を示す早良層とに分け，前者は産出貝化

石により芦屋層群下部に対比できるとした．また後者

はさらに下位より崩府．禽闊・愛宕層の 3部層に分け

た．このうち愛宕層は姪ノ浜層と整合関係にあり， 3 

枚の挟在石炭層を確認したほか，他の 2部層にもそれ

ぞれ炭質岩層が含まれるとし，さらに別府層の下位に

もなお若干の岩層を認めている．このとき博多湾内残

ノ島（現・能古島）から姪浜産と同じ Aturiayokoyamai 

を産出したと報じ，同島の岩層も姪浜層に含めてい

る＊＊．ただ，その後長尾 (1927c)は早良層の分層は不

可能としている．その後，松下 (1937,1938) は能古

＊東部地区では長尾は須恵層の分布の可能性を示したにとど

まっている．

＊＊これについては第III部，「姪浜層群」の項参照．

島の第三紀層が基盤岩を直接不整合（第8図版第 1図）

で覆うこと，発達した紫赤色岩層を伴う同質の岩層が

海ノ中道シオヤ鼻にも露出すること，これらの性状が

粕屋・筑豊炭田等の古第三系基底部と類似することか

ら，これらの含紫赤色岩層を福岡炭田の最下部層に位

置づけた．また平尾丘陵における‘早良層”中に傾斜

不整合を認め，同層を上・下2層群に分け，下部を福

岡層群，上部を早良層群とし，前者は下位より残島・

野間の 2層に，後者も浦谷・愛宕の 2層にそれぞれ分

けた（松下， 1949). さらに姪浜層は愛宕爽炭層の上位

にくる海成層ということで一累層のみで姪浜層群を設

定した（松下， 1949).松下 (1949)の図示した各層の

分布からみて，長尾の愛宕部層は愛宕層上部に，鹿原・

別府両部層は恐らく野間層上部に相当するものと思わ

れる．これに対し斉藤 (1956) は炭田最下部層である

残島層が能古島にのみ孤立して分布すること，能古島

と対岸の姪ノ浜地区との間の狭い海域に姪浜層を除く

他のすべての地層を賦存させるのに無理があること等

の理由により，残島層の直上に愛宕層をおき，上位の

姪浜層と共に互いに整合で筑豊炭田芦屋層群に対比し

うる姪浜層群を形成するもので，それらは松下の浦谷

層より上位にくるべきである，と提案し，高橋

(TAKAHASHI, 1957, 1961)も花粉層序の立場から同様

の見解をとった．浦田 (1958) は姪ノ浜地区にあった

旧早良炭鉱抗内試錐資料等から，愛宕層の下位に浦

谷・野間両層に相当する岩層が連続して賦存すること

を明らかにし，層厚変化も併せ考慮すれば，能古島に

分布する残島層は，これら一連の地層の最下位にくる

ことが十分可能であるとし，松下の見解を支持してい

る．

c. 粕屋炭田の地質各論

1. 粕屋層群

a. 臼井層

臼井層は炭田南部の西端に近い月隈丘陵北西端，福

岡市博多区下臼井地区に分布する含紫赤色岩層につい

て設定された（松下， 1949) もので，地表での分布域

はこの小地域に限られている．

基底部は分布域西半部では変成岩角礫のみから成る

帯紫赤色礫岩，東半部はアルコーズ質礫混じり砂岩お

よび角礫混じり紫赤色泥質砂岩となっており，紫赤色

岩層のうち前者は岩なだれ状堆積物，後者は地すべり

性堆積物と考えられる．なお前者の露頭の一部に，角

礫岩の下位に花向岩の巨礫を伴う花閾質砂岩層があり，

西半部のうちアルコーズ質礫質砂岩と共に風化残留堆
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積物と思われる．基底層の上位には雑色を呈する砂

層と続き，分布域の上限は赤色風化を示す礫混じり砂

岩および細粒砂岩となる．中部の層準の数ケ所で局地

的分布を示す紫赤色岩層を伴う．上限は沖積層下にあ

って不明だが露頭部分での層厚は約60mとなってい

る（富田・山下， 1987). 山崎ほか (1958)によれば上

部では薄炭層 2枚を挟むとされている．本層について

は富田・山下 (1987)が論じているように，至近の高

田層とは岩相上，明らかな相違が認められることから

後者とは別個の地層ではあろうが，高田層堆積前に当

地のみ地層の形成が行われたのか，またはその堆積盆

地が他にいくらかの拡がりを有していたのかは沖積地

の地下資料が欠けていて不明である．

b. 高田層

粕屋炭田に広く分布し，前記下臼井地区以外では本

層がすべて基盤岩を直接不整合に覆う．岩層の地域変

化が激しく，特に下半部で著しい．炭田西部，月隈丘

陵に分布する高田層は層厚140m,南東に向って若干層

砂岩・シルト岩

より成り，紫赤色岩層を伴うことがあり，その一部に

は三郡変成岩の風化残留堆積物もみられる．基底部付

近から下部にかけ数枚の石炭層を挟む．上半部は砂

岩・シルト岩の厚互層で，その下部と上部の層準に石

炭層が挟在している．炭層は最上部のものを除くと南

に向かって発達し，枚数も多くなる傾向を示す．東部

地区では礫岩ないし礫質砂岩に始まり，砂岩・頁岩と

重なる輪廻層が認められるが，北から南に向かって次

第に下位の岩層が尖滅，基盤に上位の岩層がアバット

状に覆うと共に層厚自体も薄化する傾向を示す（高橋，

1959). 局地的に基底部付近で紫赤色岩層を伴うが，分

布域最北端付近のものは関門層群由来の角礫を交えて

厚層をなし，南に向かって急激に尖滅する地すべり性

堆積物である．中～上部には凝灰岩様の岩層で一部紫

赤色を呈するものがあるほか，一般に岩層はシルト質

に富む．層厚は北部で最大300m以上に達するが南に

向かって厚さを減じ篠栗町地域で推定100.........,150m程

度となっている．北西部地区では香椎丘陵・和白一三

苫丘陵とも層厚70.........,150m,地区南東部では基盤の起伏

が激しく，一部ではほとんど尖滅し上位の宇美層が基

盤に直接する．地層は礫岩を多く交える砂岩頁岩層よ

り成り，上部では北に向かって，下部では南部地域が

粗粒相を示す．香椎以南で薄炭層を伴う．紫赤色岩層

は基底部付近の層準でひんぱんにみられる．全地区を

通じて珪化木が多く含まれ， とくに北西部地区では竹

原 (1936)によれば北方に向かって石炭層が尖滅する

が，さらに北方では同じ層準に珪化木が集中して見出

されるという．

C• 宇美層

高田層とともに有力な央炭層で，炭田南部で

200,,......,250m, 北西部で250,,......,300m,東部地区では約200

mの層厚を有し，岩相上，上・下に二分される．下部

層は一般に礫岩砂岩を主とし頁岩を伴うが，東部地区

では頁岩ないし凝灰質シルト岩がや＞優勢で北に向か

って粗粒化する．下部層は炭質岩層に乏しく，東部で

数枚の炭質頁岩層を数えることができるに過ぎない．

全地域を通じて珪化木に富み，しばしば密集して産出
つばくろ

4図）

や粕屋町駕与丁池東方丘陵のものが著名である．上部

層は頁岩ないしシルト岩に富み石炭層を挟在している．

東部地区では北に向かって粗粒相となり，含有石炭層

も次第に劣化する．北西部地区では全般に粗粒相を示

し，薄炭層ないし炭質頁岩数枚が見出される程度にな

る．珪化木もしばしば見出され，石炭層中に直立して

いるものもあり（第10図版第 1図），筑豊炭田の三尺五

尺層中のそれと似ている．
しめ

2. 志免層群

a. 名島層

多々良川下流域の右岸側に迫る名島丘陵に分布する

厚さ約150mの雑色の礫岩を伴う厚い砂岩勝ち互層に

対して命名されたが，模式地では古第三系露出地の最

上位を占めるため上限は不明である．炭田南部でも段

丘堆積物や沖積層によって露出は少ないが砂岩シルト

岩を主とし礫岩を伴い層厚280,,......,400m(野田， 1966).

東部地区では砂岩を主とした地層で，わずかに頁岩・

凝灰質頁岩を挟み，層厚140,,......,190m.全域を通じて炭

質頁層に乏しく，不連続な炭質頁岩層が見出せる程度

である．名島層の凝灰質砂岩シルト岩は風化するとし

ばしば臼井層上部と同様の鮮紅色～赤褐色を呈し，東

区名島や粕屋町駕与丁池付近などの露頭で著しい．名

島海岸の国指定天然記念物「楢（帆柱）石」（第9図版

第2図）をはじめ珪化木もひんぱんに見出される．
しんばる

b. 新原層

炭田南部と東部にのみ分布し，主要央炭層の一つで

旧海軍炭鉱が採掘したため海軍層とも呼ばれた．南部

地区では頁岩・凝灰質頁岩を主とする層厚40,,......,50mの

地層で4,,......,6枚の主要炭層を含め多くの炭質岩層を挟

む．東部地区での層厚は100,,......,120m,南部と同様の岩相

を呈し，稼行炭層 2枚を含む炭質岩層が発達している

が北に向かって劣化し，中部以北では薄炭層ないし炭
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質頁岩層のみとなり，岩相もやや粗粒化する．

C• 須恵層

本炭田最上位の地層で南部地区の東北部と東部地区

の南西部に分布が限られている．南部では推定240m

以上の層厚を有し，下部は中～細粒砂岩・シルト岩よ

り成り淡青色を帯び，上部はアルコーズ質砂岩を主と

し凝灰質頁岩を伴う．東部地区では下部は砂岩を主と

し頁岩を交え，ときに礫岩を伴う．上部は砂岩頁岩互

層で全層厚100m以上と推定される．

石炭層は中～上部の層準にあり，南部地区ではや＞

発達するが，東部地区では薄炭層が散見されるに過ぎ

ない．

なお新原・須恵両層とも炭層中に松岩を見ることは

少ないか，きわめてまれで，粕屋層群の場合と大きな

違いがある．

D. 福岡炭田の地層説明

1. 福岡層群
のしのしま

a. 残島層

本炭田第三紀層の基底層とされ，西区能古島・東区

海ノ中道シオヤ鼻とその沖合いの岩礁にのみ露出分布

する．

本層の層位については浦田 (1958)の見解どおり，

少なくとも能古島に分布する地層は浦谷・野間両層の

下位にくるようであるが，能古島に分布する第三紀層

は大部分断層で基盤岩に接し，不整合はわずかに分布

域の東端で見られるに過ぎない（富田ほか， 1980). し

かも，この不整合面上の礫岩砂岩層（北西に向かって

急激に細粒化し，礫混じり砂岩となる． ときには基盤

の変成岩角礫を伴う）は他の主分布域とは推定断層で

隔てられているため，主分布域の地層は上下限とも不

明ということになる．主分布域では砂岩礫岩を主とし

砂質シルト岩を交える．細粒岩層はしばしば凝灰質で

ある．西海岸の西縁断層に接する部分が露出部での最

下位に当たる．ここでは粗～中粒砂岩と細粒砂岩なか

いし砂質シルト岩の互層を主とし，薄炭層一枚と薄い

紫赤色岩層を伴う．炭層は海（西方）に向かって劣化

し炭層頁岩さらには炭筋状となる．主分布域中部の層

砂質シルト岩層（厚さ 3

,...__, 4 m)が発達し，比較的連続する．これは松下(1937)

の‘‘残島紫層”に相当する地層であるが，露頭付近で

は能古島山上台地を形成する玄武岩溶岩類の紫赤色風

化土が覆い，第三紀層露頭に流出しこれを染色してい

るので，一見同岩層が厚く分布するように混同されや

砂質シルト岩互層

で最上部付近に骨石様凝灰質砂質頁岩が挟まれ植物化

石を産することで知られている．露出部分での層厚は

約120m*. 

質シルト岩から成り，露出最上部のシルト岩層が紫赤

色を呈する．紫赤色岩層が分布することと，見掛け上，

上位に大岳の姪浜砂岩層が露出するという層位関係に

あることから残島層とされているが，あるいは上位の

野間層に相当するのかも知れない．このほか，市内沖

積地の地下にも紫赤色岩層の分布が試錐によって確認

されている（浦田， 1958).

このように残島層は全層序が確定せず，その分布も

模式地以外は断片的に知られているに過ぎない．本層

は粕屋炭田臼井層とともに，なお検討すべき課題を多

く残している．

b. 野間層

平尾丘陵の大半を占めて分布する地層で，丘陵東南

部，南区野間一筑紫丘地域で不整合に基盤の花岡岩を

覆うのがみられる．多くの断層で地層がくり返し露出

するため正確な岩相層序は立てにくいが，全層厚

300,...,_,,320m程度と見積もられている．比較的厚い礫岩

を基底とする輪廻層が認められ，大きく上・中・下の

3部層に分かたれている（松下・小原， 1960).

下部層は地表では基盤を覆う不整合面にはじまり，

部付近に石炭層 2枚を挟む．鈴木 (1895)が小規模の

採掘を報じた山王地区の石炭は恐らく本層に属するも

のであろう．現在，JR博多駅東南方の博多区山王公園

内に砂岩シルト岩の露頭のみが見出せる．この下部層

は粕屋炭田高田層に対比されている（浦田， 1958).

中部層は礫岩の多い砂岩・頁岩互層で茶褐色ないし

鉄サビ色を呈する．上部に数枚の薄炭層ないし炭質頁

岩層を伴う．

上部層は雑色ときには赤色を呈する細礫岩にはじま

砂岩と続き，砂岩はアルコーズ

質で炭層物を混じえる．中部の層準に骨石様凝灰質シ

ルト岩があり，珪化木片を多く含む．上半部はシルト

岩ないし頁岩優位の地層で砂岩を伴い礫岩は少ない．

数枚の炭質岩層を挟み，一部肥厚して市南部～西南部

の数ケ所で採掘されていた．いわゆる¥¥骨石”を挟む

ことが浦田 (1958)により報じられている．なお，本

層最上部は，一部の石炭層も含め，北に向かって次第

＊小原名誉教授（私信）は，かつて残島層より採取した軽石層

（中粒）試料を故松下名誉教授から示されたとのことである

が，産出層準は不明である．
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に浦谷層との間の不整合によって削剥され欠如してい

る．
さわら

2. 早良層群

a. 浦谷層

野間層を不整合に覆い，上限は地表でみることがで

きない．旧炭鉱資料によれば50,...._,60mの層厚を有する

（浦田， 1958).赤色風化を示す特徴があり，上・下部

は礫岩質で中部は比較的頁岩に富む．早良区祖原の鹿

原公園～高取山（紅葉八幡社）の小丘陵で野間層上部

の央炭層を覆う本層の基底礫岩が観察できるが，他地

域はほとんど市街化しているため，断片的に赤色岩層

によって本層の分布を確認できるに過ぎない．最下部

付近に不連続な紫赤色岩層を伴う．

b. 愛宕層

本層は地表には露出していない．西区姪ノ浜地区お

よび東区西戸崎地区の炭鉱で採掘された爽炭層で，旧

炭鉱資料では層厚約90m,中部の厚い白色砂岩(40,...._,50

m) に隔てられて上・下部に石炭層の発達がみられる．

下部は約20mの間に 4,...._, 5枚の石炭層を挟み，砂岩・

頁岩互層より成る．中部は厚い砂岩の上位に薄い炭質

岩層を含む比較的うすい頁岩を伴う．上部は砂岩・頁

岩互層で2,...._, 4枚の石炭層が挟在する．中部の無炭層

を挟んで上・下に炭層が集中する傾向は筑豊・小倉両

炭田の遠賀層に似るが，本層はより極端な傾向を示す．

西戸崎地区の愛宕層は若千層厚を増すが石炭層厚は

ゃ＞劣化するようである（松下， 1938).

粕屋炭田の新原層を本層下部爽炭部に，須恵層を中

～上部の岩層に対比することができる．
めいのはま

3 . 姪浜層群姪浜層

福岡一粕屋炭田内で唯一の海成層で，一部で愛宕層

の最上位の石炭層までも削る不整合の関係にある．姪

ノ浜地区の愛宕山・小戸岬をはじめ付近に点在する小

丘陵と西戸崎地区大岳・小岳とその南方の小島嶼にの

み露出する．一般に帯青緑色砂岩を主とし，礫岩・頁

岩を伴う．また小型有孔虫化石を多数含むうすい石灰

質泥岩レンズを挟むことがある．層厚は最大約170m

で上限は不明，いくつかの層準から多くの海棲貝化石

やサメの歯などを産する（第III部参照）．本層は露出地

より東方の福岡市街地の地下にも分布し，中央区天神

～警固付近で貝化石を含む青緑色砂岩の賦存が確認さ

れている．

v. 炭田地域外の古第三系

これまで記述した各炭田域のほか，北部九朴Iでは第

三紀層の小分布地がいくつかしられている（第 1図参

照）．これらは元来同一炭田堆積盆地で形成されたもの

が堆積後の造構作用によって主炭田から分離し，基盤

岩中に取り残されて外座となったものだけでなく，一

部には炭田古第三系分布域から相当距離を隔てて分布

し，別個の堆積盆で形成された疑いのあるものがあり，

炭田形成史を考察する上で無視できない．ここでは既

に松下 (1971a)によって紹介されたものも含め再録す

る．

A. 津屋崎地区の古第三系

宗像郡津屋崎町渡半島は市街地より西海岸の恋の浦

へ通じる低地を挟んで南北二つの丘陵から成る．長尾

(1927b)はこの半島部のみに孤立して分布する第三紀

層を宗像炭田の延長部に当たると位置づけ，宗像炭田

古第三系の最上部たる池田層を除く地層に対比した．

次いで竹原 (1937a)は半島北部丘陵の北半に海成層が

分布し貝化石を多産することから， これを楯崎統と呼

び，筑豊炭田の芦屋層群に対比できるものとし，それ

より下位の非海成の粗粒岩層を津屋崎統とした．同氏

はさらに後者を下位より曾根崎・渡の 2層に・楯崎統

を京泊・クグリ岩の 2層に分け，このうち曾根崎層を

直方層群に，渡層を大辻層群に相当するとしている．

その後，岡田・小畠 (1964)は堆積岩石学的特徴と含

有化石を検討し，海棲貝化石産出層が化石種から芦屋

層群に対比できることを認めた．一方，下位の津屋崎

統は高橋 (1962b)の花粉分析結果から筑豊炭田の遠賀

層に相当するとして新たに津屋崎層として一括し，海

成層は同じく山鹿層に対比できるとして同じ地層名を

採用した（第7図）．

岡田・小畠 (1964)によれば，津屋崎層は層厚

390,---..,600mと厚く，著しい火山性砕屑物を主とする非

海成層で，南部の西海岸で不整合に基盤の花閾閃緑岩

を覆う．下部と中部には紫赤色岩層を挟み，また全層

を通じて珪化木に富むが，他の炭田と異なり径の小さ

い木片や細い樹幹様のものが多い． また上部に炭質岩

層を挟み，その付近の層準で特に珪化木を多産する．

山鹿層とされたものは層厚40m以上，下位の津屋崎層

とは整合関係にある．巨礫を伴う中～小礫々岩にはじ

まり，シルト岩質細粒砂岩に粗粒砂岩層を挟み，中～上

部に石灰質の含化石団球が多く，また中部の層準には

砂管も発達する．全体として当地区の堆積物には先古

第三系（関門層群下関亜層群）に由来する火山岩礫の

ほかに酸性～中性火山性砕屑物に富み，著しい火山活

動が至近の地にあったと推定している．第 I部で述べ

たように北部九州炭田古第三系を通じて白色凝灰質の
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岩層がしばしば卓越することから，この時期の火山活

動が予想されるが，当地はその中心に最も近かったこ

とがうかがえる．

津屋崎地区の古第三系は南部丘陵はおおむね東傾斜

を示すが，北部丘陵では北々西に傾く向斜軸が走り，

北々西に開いた向斜（舟底状）構造を呈している．半

島東縁には南北に断層が走り，花岡閃緑岩類と接して

いる．なお，半島南端の海底で1960年頃油微をみたこ

とがある．層位については第III部でも触れる．

B. 宗像郡大島の古第三系

津屋崎の北方12kmの玄界灘に浮かぶ大島（筑前大島，

宗像郡大島村）は東方の地ノ島と共に宗像炭田の北を

塞ぐ形で点在しているが，主に関門層群下関亜層群と

玲岩類で構成されている．薄炭層を伴う第三紀層は大

島北西の神崎鼻燈台北側とその東方の 2ケ所に，いず

れも断層で境され北西に開くくさび状の分布を示し，

岡部ほか (1974b)によって神崎層と命名されている．

この神崎層は北西に傾斜し層厚25m以上，上半部は礫

岩に富み，最上部は保存不良の植物化石を含む砂岩・

頁岩互層となるが，下半部は雑色砂岩と中～下部に薄

炭層・炭質頁岩層を挟む凝灰質頁岩層を伴う．

大島と本土とは約 6,-.; 8 kmの海域で隔てられるが，

細野ほか (1975) による音波探査の結果では，この海

域の大島側すぐ近くまで古第三系の分布が認められて

いる．従って神崎層は宗像炭田古第三系の飛び地と考

えられるが，その層準は不明確である（第7図）．

C. 筑豊南部君ケ畑付近

筑豊炭田南部，嘉穂郡筑穂町君ケ畑南方の海抜250m

の山中に央炭層第三紀層の小分布地がある（松下，1967

b, 1971a; 高橋ほか， 1971)(第4図）．高橋らによる

と層厚12,-.;15m以上，花閾閃緑岩を不整合に覆う礫混

じり砂岩にはじまり頁岩に終わる輪廻層 3層が認めら

れ，最上部に薄炭層・炭質頁岩層を挟む． ここの石炭

はかつて稼行されたことがある．砂岩はアルコーズ質

で頁岩は多分に凝灰質である．この分布地は筑豊炭田

南縁から南方に 5km以上離れており，その間に変成岩

より成る弥山岳 (378m)が立ち塞がるように屹立して

いる．岩相的に筑豊炭田の大焼層に似るが，それらと

一連の堆積物とする見解をとる松下 (1967b)に対し，

高橋らは一連の堆積盆地で形成されたことは疑問とし

ている．

D. 伊良原含炭地

筑豊炭田南部の東方10km余りの福岡県京都郡犀川町

下伊良原に砂岩頁岩から成る爽炭第三紀層があり，か

つて稼行されていた（松下， 1971a・b).現地は英彦山

連峰より北流する祓川右岸の谷底からの比高約100m

の中腹にある．第三紀層は基盤の花岡閃緑岩に不整合

にのり，新期安山岩類に覆われる．炭層は基底部付近

の砂岩層中に挟在するが斜面が急峻であり，上位の安

山岩類ないし火砕岩の風化崩落物で露頭がほとんど覆

われており，地層全体の層厚・岩相層序は明らかでな

し)

前述のように，至近の筑豊炭田古第三系分布域から

の距離も相当あり，中間に二筋の山稜が介在するなど，

両者の関係を知る手がかりに乏しい．

E. 香春岳中腹の古第三系

筑豊炭田東帯南部，田川地区の福智山・田川両断層

の接合部，いわゆる香春三角地帯の北に迫る香春岳の

うち北側の三ノ岳東側中腹（標高165,..___,175m)に白色礫

岩砂岩層の露頭がある．露頭部分の層厚は15m以上，

変成岩を不整合に覆うが基底部は変成岩の風化残留堆

積物から成る．また砂岩中に炭質物がみられる．岩相

や地理的関係から至近の筑豊炭田大焼層に対比できる

（小原・富田， 1978).地層の走向は NlO゚E,傾斜は

40---...,50°w. この上位には香春岳石灰岩がくることか

ら，地形的にみて石灰岩は第三紀層に衝上している可

能性がある．

F. その他の点在古第三系

上記の他にも炭田古第三系分布域の周辺に，主分布

域から離れて点在する第三紀層の小分布域がみられる．

1. 筑豊炭田地域

筑豊炭田周辺では西帯西方の鞍手郡宮田町如来田
ないじゅ

（松下， 1967b),嘉穂郡筑穂町内住兎山（浦田，

1961), 同郡穂波町久保白ダム東岸一帯（松下， 1967

b, の椋本地区）などに小分布地がある．兎山では山稜

頂部に数ケ所点在する．他は筑豊型構造を示し，主分

布域の延長部（飛び地）に当たる（第4図）．

2. 宗像市王丸地区

宗像炭田の西南方では北西方向に並走する 2条の逆

断層（傾斜40---...,50゚ ）で両側を花岡閃緑岩と境され舟底

状の構造を示す小分布地がある（第7図）．岩層は紫赤

色砂岩頁岩および白色～雑色砂岩で層厚約40m.岩相

上，宗像層郡陵巖寺・多礼両層に対比できる．分布域
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第9図 油木ダム東方の炭質岩脈ルートマップ

（①～④岩脈位置，図版の岩脈は②，

cm: 脈幅， sch:変成岩， Gr:花商岩）

の両側共衝上断層で境されているのは北部九州地域で

は他に例がない（富田ほか， 1989).

3. 福岡市近郊

福岡市南部で温泉掘さく中に花岡岩の下位にホルン

フェルス化した三郡変成岩に続いて福岡層群野間層下

部とみなされる第三紀層が見出されている（松下ほか，

1971). 変成岩と第三紀層の間に破砕部を伴うことや，

この位置より南東方には第四紀堆積物上に北西方向の

断層によって衝上している花岡岩の露頭が知られてい

る（富田ほか， 1989) ことからみて，恐らく第三紀層

に古期岩類が衝上しているものと考えられる．

またさらに南東方，筑紫野市西鉄二日市駅南東の小

川の河床で第三紀層と思われる石炭を含む堆積岩がか

つて露出していた（故松下，談話）．

この他に福岡市西方，糸島半島西側に浮かぶ姫島の

沖合で第三紀層と思われる淡灰緑色を呈するシルト岩

が漁網にかかって採集されている（下山正一博士によ

る）．岩相からみて北西九州唐津炭田の畑津頁岩に似

るが，その分布状況は明らかでない．この地点は福岡・

唐津両炭田の中間にあり，唐津炭田堆積盆地の拡がり

と福岡炭田姪浜層との関係を考える上で重要な位置を

占めるので，より多くの情報が望まれる．

G. 炭層岩脈について

筑豊炭田南部，田川地区の東方，山稜を隔てた今川
あぶらぎ

上流にある田川郡添田町油木ダムの東側山腹の変成

岩・花岡岩分布域で， 1981年頃可燃性の黒色緻密な岩

脈が古期岩類中に発見された（富田ほか， 1982* ; 高

橋・富田， 1985**) (第 9図及び第10図版第 3図参

照）．

その後，同様の岩脈が筑豊炭田飯塚地区の稲築町東

部を走る高倉断層の東側の変成岩内にも見出された．

前者は鏡下でもコロイド状を示し全く組織が見られな

いが，後者にはわずかに石炭の組織を残す部分がある．

また飯塚地区の旧炭鉱坑内では，火成岩岩脈付近の石

炭が半溶融状で炭層上下盤の堆積岩中に脈状に近入し

ている例も観察されている＊＊＊．これらのことから，石

炭が火成岩等によって溶融し，古期岩類中に圧入した

と推定することができる (TAKAHASHIand ToMIT A, 

1985). 

炭質岩脈は爽炭第三系に由来すると考えられるので，

油木ダム東方一帯にも元来央炭層が分布していたので

あろう．当地は前期伊良原地区と筑豊炭田の中間に位

置し，爽炭層堆積盆地の広がりとその後の地殻変動・

火成活動の過程を考える上に重要な露頭である．岩脈

を形成させた火成岩は特定できない．

VI. 炭田形成に関する一考察

鈴木 (1899a-c)は後に松下 (1951)が「筑豊型」と

呼んだ北部九州炭田の特徴的な地質構造について，基

盤岩中に形成させた凹地に爽炭層が堆積しその後の地

殻変動によって舟底状の構造をとるに至ったと解し，

木戸・松田 (1904) もこれに従っている．しかし矢部

(1925, 1926a・b ; 矢部・青木， 1925),長尾 (1928c)

は西九州・北西九州も含め九州の大半を覆う一連の第

三紀層が形成され，その後の地殻変動で今日見られる

ような分布域に分かれた際に，北九J州では「筑豊型」
構造の特徴を示すに至ったとした．これに対し松下

＊富田宰臣・三木 孝・高橋良平・小原浄之介・千々和一豊

(1982) : 福岡県油木ダム付近で発見された炭質岩脈．日本

地質学会西日本支部第99回例会（熊本）．

＊＊高橋良平・富田宰臣 (1985): 福岡県油木ダム付近の岩脈状

固型澄青物．日本地質学会第91年会（早稲田）．

＊＊＊九州鉱業（株高山久雄氏（当時，麻生産業）談話．また野田

(1971)は飯塚地区南部旧上山田鉱で本来の炭層より約20m

上位の岩盤中に“いも”状に賦存する“煽石”（ドンによっ

て無煙炭化したもの）の例を紹介している．
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(1949)は各炭田域に相当する堆積盆地が当初から形成

され，それらが互いに水路で連絡しつつ第三紀層を沈

積させ，その後断層を伴う傾動によって現在示される

ような構造を形成した， としたが後に坑内での観察結

果からいわゆる基盤断層は爽炭古第三系の堆積初期か

ら終了までの間の基盤の傾動に伴って断続的に活動し

堆積後さらに発達していったものと改めている（松下，

1967b, 1971a). 

これら基盤断層の主要なものは炭田周辺の先古第三

系分布域にも伸び南北ないし北々西方向の構造線の一

部を形成し，基盤岩類を水平方向（左横ずれ）に大き

く変位させている．また関門層群の一部に北西系の摺

曲軸をもつ構造がみられ，古第三系に比べ著しく変形

していることなどからこのような北西系ないし南北系

の断層を伴う構造運動は古第三系堆積前に既に開始さ

松下ほか (1957,1969) 

などによって指摘されている．従って北部九州の古第

三系堆積開始時には松下 (1949)の説のように今日の

炭田分布域にほぽ近い形の北西方向に細長い堆積盆地

が形成されていたと考えられる．また基盤断層付近の

石炭層が下位の層準のものほど破砕・攪乱が著しくな

ること（松下， 1967a)や基盤断層の破砕帯の一部が第

三紀層に覆われていること（第 8図版第 3図：富田，

1968)などの筑豊炭田での例では第三紀層の堆積中に

断層の活動があったことを示している．しかし基盤断

層付近の第三紀層の岩相や石炭発達状況はより離れた

地域の同一層準のものと比べ著しい変化は認められな

い．また含有礫種や古流向からも，断層を隔てた古期

岩類から直接砕屑物が供給されたとは考え難い（例え

ば， TOMITA, 1972 ; 富田， 1974)ことから，上記古期

岩類の著しい突出や急激な上昇は認められない．また

宗像・筑豊・小倉諸炭田では断層の外方にも古第三系

の小分布があることから，あるいは断層を越えて多少

の堆積盆の拡がりがあったことが考えられる．ただ松

下 (1971a)は炭田外方の点在古第三系（第 1図参照）

からそれらを含めた原堆積盆地の拡がりを示唆してい

るが， これら点在古第三系のいくつかの岩相や炭質岩

層を観察する限り，主炭田の延長部と仮定しても堆積

盆地としては末端部という印象を受ける．むしろこれ

らは松下 (1949)の炭田堆積盆地相互を連絡する水路

に位置し，小倉炭田古第三系基底部にみられる小湾入

かないしはそれに類似した規模の小沼沢地に形成され

たのであろう．

炭田堆積盆地の原地形は各炭田の記述にみられるよ

うに特に中古生層を基盤とする地域で相当起伏に富ん

でいたことがうかがえる．さらに筑豊炭田・粕屋炭田

では基盤岩のバリヤーないしは小丘陵地がほぼ現在み

られるような分布域を分けていたと考えられる．古第

三系の基底部付近に地すべりないし崖錐性の堆積物が

各炭田で見出せることから堆積盆地周辺の古期岩類は

一部では急峻な地形をなしていたのであろう．ただそ

れらの砕屑物は現在の古期岩類の分布からみると少な

くとも数km以上運搬されたと考えられるものもあり

（例えば，富田・山下， 1987)必ずしも至近の突出部か

ら供給されたとは断定できない．これを除く一般の堆

積岩は岩相の項で述べた如く共通点があり，中・古生

層を多少伴うものの花岡岩類が砕屑物供給の主体と考

えられる＊．

直方層群とその相当層堆積時には北部九州地域では

松下 (1949)の見解どおり水域が南から北に拡大し（古

有明湾入），炭田北部が堆積盆地の縁辺部となっていた

のであろうことは筑豊・粕屋両炭田の炭質岩層が南ほ

ど発達し，北に向かって劣化・尖滅することからもう

かがえる．しかし福岡一粕屋炭田の残島・臼井両層が

炭田南部に分布しないのは，同炭田域では中一西部以

北で最初に堆積層が形成されたことになり，松下

(1949)の南からの海進とは必ずしも合致しない．福

岡・粕屋両層群中から貝化石がみつかっていないこと

からも海水の影響はほとんど無い環境下にあったとも

考えられる．また松下 (1949) は大辻・芦屋両層群が

一転して北からの海進（古玄海湾入）により形成され

たとしているが，少なくとも筑豊炭田においては大辻

層群出山層の堆積時には盆地の中心が炭田東側に移り，

西帯に粗粒砕屑物のみを集積する"盆地縁辺部”とな

る「東への傾動」が認められるが，直方層群同様出山

層分布域の南部でのみ貝化石が見出されていることは

依然として南方からの海水の侵入があったものと考え

られる．出山層の特徴となる「出山型」堆積相（富田，

1974) は筑豊・小倉両炭田の出山層では観察できるが，

これと対比される福岡一粕屋炭田の浦谷・名島両層で

は鍵層となる炭質岩層を欠くため，＇‘輪廻層”による地

層区分は成功していない．少なくとも筑豊・小倉炭田

では一連の上方細粒化輪廻式堆積作用の間に堆積盆地

の大半を占めて一斉に炭質岩層が形成される静穏な環

境が数回にわたって規則的に出現したことになる．本

来の爽炭層は断続的に石炭層が形成されることによっ

て数枚またはそれ以上の石炭層が比較的せまい層間距

離をおいて挟在しているが，出山層では砕屑物の流入

＊各炭田古第三系砂岩中の含有ジルコンの大部分が花岡起源

と推測できる晶癖を示す（例えば， TOMITA,1972). 



128 富田宰臣・石橋毅

が激しくそのような条件が得られなかっただけなのか，

さらに検討したい．筑豊炭田田川地区の出山層上部が

今任爽炭部層として直方地区の同層準の地層のような

「出山型」を示さないのは，堆積環境がこれら堆積相形

成の大きな条件であることを示唆している．

遠賀層堆積時には石炭中の硫黄含有量の変化などか

ら，北西に向かって海水の影響の増加が認められ

(TOMITA, 1972), 北方に水域が開けていたとみられる

が，この水域（松下， 1949,の古玄海湾入）が北部九

州の北方にどのような拡がりを示していたかは対馬の

第三系との関わりも含めて不明である．小倉炭田およ

び筑豊炭田中ー北部の出山層 (TOMITA,1972 ; 富田，

1974)や粕屋炭田北西部の名島層の一部（未公表）で

は北ないし北西方向からの古流向が卓越している． こ

れは出山層堆積時においても北方の現在の玄界灘・響

灘海域の古期岩類の山稜から砕屑物が供給されたこと

を示す．芦屋・姪浜両層群については貝化石の問題と

共に第III部で論じるが津屋崎地区の含火砕岩堆積層か

ら考えると津屋崎付近（恐らく西方海域の何処か）に

活発な火山活動を伴う何らかのバリヤーが存在した可

能性がある．

炭田古第三系形成時の造構造運動についての筆者ら

の見解は，高橋ほか (1971)が詳しく論じたことと基

本的には変わりはない．ただ粗粒岩層形成時にはデル

タないし河川成の要素が強かったと考えていること，

その後本稿でも紹介したように逆断層が各地で見出さ

れていることから後期新生代の地殻変動をさらに検討

する必要があることを付け加えたい．後者については

当地域の第四紀堆積物の研究の進展によってより詳し

い変動の過程を明らかにすることができよう．

第III部軟体動物化石と地質時代

I. 産出化石について

北部九州の古第三系下部の地層群は前述したように

淡水～汽水棲の堆積環境が推定されているが，僅かな

がら海棲の二枚貝や巻貝化石，それに花粉胞子や樹幹，

毬果，葉片などの植物化石の産出からは内海ないしデ

ルタ的な堆積環境が一時的にせよあったと推定されて

いる．上部の地層群は福岡市周辺に分布する姪浜層群

姪浜層，宗像郡津屋崎町恋の浦海岸付近の山鹿層，北

九州市及びその南部の筑豊炭田地域に広く分布する芦

屋層群であり海棲貝化石を豊富に産出する．同様な化

石を産出する芦屋層群，またはその相当層は山口県西

部沿岸に分布していることが知られている (NAKANO

and OKAMOTO, 1962 ; 岡本， 1975).長尾 (1924-1928)

による精力的な層序・古生物学的研究は西日本地域の

古第三紀の軟体動物化石群の研究や古地理学的研究に

大きな影響を与えた．これらの海棲動物化石群に対し

て大塚 (OTSUKA,1939)は“芦屋動物群”と呼んだ．

1940-50年代には九州大学に地質学科の進級論文や

卒業研究によって多くの資料が蓄積された．それらの

成果の一部は松下らの一連の報告で明らかにされた

（松下， 1949,1951, 1953など）. 1960年代には小型有

孔虫化石の研究(MURATA,1951, 1952, 1953, 1961 ; 

高須1957MS:浅野・村田， 1957:TAKASU, 1959MS : 

ASANO, 1962 : 浅野， 1962: AsANo and TAKAYANAGI, 

1965), 植物化石の研究（高橋， 1957; TAKAHASHI, 1957) 

がおこなわれた．脊椎動物化石は小倉・筑豊両炭田の

芦屋層群からもサメ類の歯や鯨の推骨らしい化石の産

出は古くより報告（長尾， 1926b)がある．姪浜層群

姪浜層からもサメの歯 Carcharodoncf. augustidens 

AGASSIZ, が知られており（松下， 1949),また津屋崎の

山鹿層からもサメの歯 Carcharias cf. cuspidatus 

(AGASSIZ)の報告（竹原， 1937a)がある．近年おもに

藍島・馬島・彦島より鯨類（例えば，岡崎， 1985;0KAZA 

KI・1987,1988), サメやエイ類（上野ほか， 1984:

YABUMOTO, 1987), 海牛類（岡崎， 1984),及び鳥類化

石（長谷川ほか， 1967,1979)の報告がある．

この他に芦屋層群下部よりウニ類の産出が良く知ら

れており，また Saitoet al. (1984)の超微化石の報告

がある．芦屋層群からは姪浜層より産出するオウムガ

イ類 (Aturia, N eocymatoceras)がこれまで 1個体も採

集されていない.Aturia化石の産出層準について世界

的には始新統～中新統から知られている．わが国の産

出層準については SHIMIZU (1926)• 

NAGAO (1926)による議論があるが， これまでAturia

yokoyamai NAGAOは上記の姪浜層群姪浜層以外に始

新統の直方層群大焼層，西九州の高島炭田伊王島層群

沖の島層，下部漸新統では三池炭田万田層群，朝倉炭

田土師層群川曲層から報告されている（松下， 1949).

このことは芦屋層群全体の層準が姪浜層より上位に来

るべきなのか，堆積環境の違いなのか，ただ単に未だ

未発見であるのか今後に残された課題の一である．

II. 各炭田の産出化石

A. 粕屋炭田

粕屋炭田を構成する粕屋層群及び志免層群のうち下
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部の粕屋層群からはこれまで貝化石の産出を見ない．

上部の志免層群のうち，名島層からは炭田最南部付近

の粕屋郡宇美町旧勝田鉱竪坑開さく中に海棲～汽水棲

貝化石 Pseudolivajaponica (NAGAO), Calyptraea cf. 

mammilaris (BRODERIP), Turritella karatsuensis 

NAGAO, Ostrea sp., Cultellus izumoensis YOKOYAMA等

が発見されている（松下， 1949). また新原層からは旧

志免鉱坑内の本層最下部の炭層の上部から淡水棲貝化

石 Cyrena? sp., Unio sp. が報告されている（松下，

1949)が上位の須恵層からは産出の報告はない．

B. 福岡炭田

1. 福岡層群
本炭田最下部を構成する福岡層群のうち下部の残島

層は能古島（残ノ島）に分布する．長尾 (1924)及び

NAGAO (1926)によれば同島の“姪浜砂岩”からオウム

ガイ化石 Aturiaの産出することが記述されている．

しかし同島には Quercussp., Dryophyllum ? sp. など

の植物化石（松下， 1937) を産する頁岩や泥質砂岩層

が分布しており海棲化石がこれまで発見されていない．

対岸の愛宕山や姪ノ浜の渡船場の周辺にはかって数個

所の採石場があり，ここより数個体の Aturiaの化石

が採集されたことがある．つまり能古島で産出したも

のであるなら，この石材を能古島の桟橋の礎石や石垣

として持ち込んだおり Aturiaの化石がそれに付いて

いたことも，一つの可能性として考えられる．上部の

野間層の数層準から植物化石 Ficuscf. tilieforia, Cin-

namomum sp., Sequoia langsdorfii, Glyptostrobus 

europaeus, Quercus sp., Metasequoir japonica等の産

出が知られている（浦田， 1958).

2. 早良層群

下部の浦谷層からは化石の産出はないが上部の愛宕

層は旧早良炭鉱坑内で下部央炭部の上部の層準から次

のような海棲貝化石の産出が報じられている（浦田，

1958) : Venericardia subnipponica Nagao, Callista 

hanzawai (NAGAO), Pitaria kyushuensis NAGAO, 

Cultellus sp., Epitonium submaculosum NAGAO. 

3. 姪浜層群姪浜層

福岡市西部姪ノ浜地区の愛宕山から妙見岬に分布す

る含海緑石砂岩，および対岸の西戸崎地区大岳の砂岩

より海棲軟体動物化石が知られている．姪ノ浜の緑色

砂岩層からは Venericardia subnipponica NAGAO, 

Turritella infralirata NAGAO, Callista hanzawai 

(NAGAO)のほか長尾 (1924-1925)によればこの他に

Crassatella yabei (NAGAO), Pitar kyushuenesis 

(NAGAO)が，また井上（水野， 1963)により Euspira

ashiyaensis (NAGAO), Fulgoraria sp., Glycymeris com-

pressa MIZUNO, Septifer nagaoi OYAMA, Solamen 

subfornicatum (NAGAO), Crasstellites inconspicuus 

NAGAO, Venericardia vestitoides MIZUNO, Diplodonta 

confusa NAGAO, Lucinoma nagaoi OYAMA et M1zuNo, 

Pitar matsumotoi (NAGAO), Spisula sp., Parapholas 

satoi NAGAO, が報告されている．またオウムガイ化石

A turia yokoyamai NAGAO (第18図版）， Neocymatoceras

tsukushiense Ko BAY ASHI (第17図版）の産出が有名であ

る．

西戸崎地区大岳からは Ostrea sp., Cardium aff. 

shinjiense YOKOYAMA, Callis ta hanzawai NAGAO, 

Aturia sp. が松下 (1938) によって報告されている．

c. 津屋崎地区の古第三系

当地域の古第三系のうち，上部の含貝化石層は竹原

(1937a)により下位より京泊層，クグリ岩層に分けら

れた．同氏はこれらの地層中に 3化石帯を認めている．

第一化石帯は京泊層の礫岩中に認められ Venericar-

dia sp., Chlamys ashiyaensis NAGAOを産する．第二化

石帯は第一化石帯の上位約55mのクグリ岩層にあり

Tellina maxima NAGAO, Tellina spp., Leda sp., Solen 

intermedia NAGAO,, Callista cf. hanzawai (NAGAO), 

Callista matsuraensis (NAGAO), Venericardia sp., 

Turritella infralirata NAGAO, Turritella karatsuensis 

NAGAO, Fulgoraria (Psephaea) aff. megaspira 

(Sow.), Dentalium ashiyaensis NAGAO, Isurus sp. を報

告しておりほかに鮫の歯の化石が産出する．第三化石

帯はさらに上位約lOmで上記の化石のうち Fulgorar-

ia, Callistaの産出を欠く一方 Cultellus? sp., 

Phacoides ? sp., Glycymeris sp., Dosinia sp., Cras-

satella ? sp., Chlamys sp., Chrysodomus chikuzenen-

sis NAGAO, Polinices cf. ashiyaensis NAGAO, Nassa? 

sp., Carcharias cf. cuspidatus (AGASSIZ) を識別しこ

の化石群が Crassatellayabei Zoneに相当し芦屋層群

の中～上部に対比されることを示唆した．

D. 筑豊炭田

1. 直方層群

直方層群を構成する四つの累層のうち竹谷層を除く

各層からは淡水一汽水棲貝化石を産出することが知ら

れている．最下部の大焼層は飯塚南方の旧吉隈鉱坑内

の上部の数層準から次のような海棲～汽水棲貝化石，

Athleta nishimurai NAGAO, Phacoides pullensis 
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第2表 芦屋層群の区分案 （ ）は層厚m

松下ほか 岡部ほか TSUCHI et al. 
(1957) (1972) (1987) 

頓田砂岩層 (140+) 
神瀬凝灰岩 (90) 八幡岬砂岩層(35)脇

田
新法寺凝灰岩(65) 脇田層(400+)
野田砂岩層 (75) 安屋砂岩層(145)

層 畑田互層 (55) 

芦 江川砂岩層 (75+) トモロ砂岩頁岩層(135)

屋 二島頁岩層 (90) 二島砂岩頁岩互層(150-200) 相坂砂岩層(135)
坂 二島砂岩層 (60) 層
水 相坂互層 (110) 本城砂岩頁岩層(150-170) 本城砂岩頁岩層(190)

群 層 本城砂岩層 (110) 
陣の原砂岩層(120) 陣ノ原砂岩層(150-200) 陣ノ原砂岩層(135)

闊層
則松頁岩層 (130) 則松頁岩層(100-140) 則松頁岩層(125)
折尾砂岩層 (170) 折尾砂岩層(200-300) 折尾砂岩層(215)

頃末泥岩層(30)

(OPP.) , Pinna asakuraensis NAGAO, Ostrea sp. が報告

され，この他オウムガイ化石として Aturia yokoyamai 

NAGAOの産出が知られている（松下， 1949).三尺五尺

層からは汽水棲化石， Mytilus yamadai NAGAO, 

Phacoides aff. pullensis (OPPEL), Callista kahoensis 

(NAGAO), Cardita katsumatai NAGAO, Cyclina? 

nodai NAGAOが，この他淡水棲化石として Anodonta

sp., Unio sp. が知られている（長尾， 1927e). また炭

層上盤より植物化石を産出した記録があるが，詳細は

不明である．上石層からは Phacoides aff. pullensis 

(Qpp.), Cardita katsumatai NAGAO, Ostrea sp., Mytilus 

cf. yamadai NAGAOの産出が記録されている（長尾，

1927e). 

2. 大辻層群

層群下部を構成する出山層の主たる産出化石は嘉穂

郡稲築町岩崎のいわゆる岩崎化石層から Ostrea sp., 

Crassatella sp., Callista sp., Pseudoliva japonica 

(NAGAO)'や模式地付近の岩崎化石層から Siphonalia

cf. asakuraensis (NAGAO), Ampullina? sp., Acila 

ashiyaensis (NAGAO), Acila (Truncacila) cf. nagaoi 

OYAMA et MrzuNo, Saccella sp., Noetia nagaoi MAC-

NEIL, Solen sp., などが，また稲築町ー山田市にかけて

の基底部の砂岩礫岩層から， Volutospina japonica 

(NAGAO), Pyrula sp., Chlamys sp., "Tellina" tricar-

inata (NAGAO), Macoma sp., Corbula sp. が得られた

（長尾， 1927e; 富田， 1971) ほか，上述の田川地区の

基底礫岩層から小丸 (1966) は Ostreasp., Turritella 

sp. 報告している．また方城付近の凝灰質岩層から

Platanus sp., Salix sp., Ulmus sp. などの植物化石を産

する．上部の遠賀層は北九朴I市香月付近の上部層中部

の層準から海棲貝化石 Volutospina cf. japonica 

(NAGAO), Nucula mazeana MrzuNo, Solamen subfor-

nicatum (NAGAO), Chlamys sakitoensis (NAGAO), 

Venericardia yoshidai NAGAO, V. subnipponica 

NAGAO, V. kondoi (NAGAO), Cyclina compressa 

(NAGAO)の産出が報告されている（水野・高橋，

1962). 

3 . 模式地の芦屋層群

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿及び遠賀川河口右岸より北

九州市若松区岩屋の海岸に良く露出する．長尾 (1925

c) の区分による山鹿層・坂水層・脇田層の各層は各研

究者により地域別にそれぞれいくつかの部層に細分さ

れている.Tsucm et al. (1987) は遠賀川河口より東

の海岸沿いの層序を，松下ほか (1957) はその南部地

岡部ほか (1974)は試

錐資料も加味して第2表に示すような分層を試みてい

る．

各層より化石を産出するが特に下位の山鹿層から貝

化石が多産し，岩屋海岸では中部の坂水層が露出し多

くの巣穴の生痕化石が見られる．首藤・白石 (1971)

はこの地区の貝化石群集をその生活型・食性に基づき

化石生態群集として次の 4群集を識別した．

Phaxas izumoensis-Angulus maximus群集

Dosinia chikuzenensis-Solen connectens群集

Glycymeris cisshuensis群集

Venericardia subnipponica-A ci la ashiyaensis群集

芦屋軟体動物化石は同層群の下部より上部まで比較

的構成種に変化が見られないように考えられていたが



北部九州炭田古第三系の地質と化石（概説） 131 

（例えば，長尾， 1927a)種構成の垂直分布は明らかに

変化があり（水野， 1963;首藤ほか， 1979; Tsucm et 

al., 1987), また脊椎動物化石，生痕化石も特定の層準

に産出される．

阿南 (1977MS)は芦屋町および北九州市若松区の西

部地域の模式地を含む芦屋層群の層序，古生物学的研

究を行い巻貝12属18種，角貝 1属2種，二枚貝29属40

種を検出した．その産出個体数のうち二枚貝化石が全

体の75%を占め， その層序

的生存期間・種構成について検討し坂水層の中部で不

連続性を認めた．同氏は下部（山鹿層・坂水層）を後

期漸新世（西彼杵階）に上部（脇田層）を前期中新世

（佐世保階）とした．芦屋層群の化石リストは長尾(1927

a)をはじめ他の研究者の報告にもあるので，ここれで

は模式地について詳しい生層序的研究をおこなった阿

南（前出）の報告より引用した．なお，産出層準およ

び採集）レートは首藤ほか (1979) を参照されたい．

a. 山鹿層

本層の採集地点は遠賀川河口右岸より東方の海岸沿

いの露頭でおもに Acila (Acila) ashiyaensis 

(NAGAO), Pitar kyushuensis (NAGAO), Chlamys 

ashiyaensis (NAGAO)等が比較的多く採集される．その

他に Turritellaporonaiensis TAKEDA, T. karatsuensis 

NAGAO, T. infralirata NAGAO, T. sp., Euspira 

ashiyaensis (NAGAO), Colus fujimotoi HIRAYAMA, 

A ncistrolepis chikuzenensis NAGAO,''Nassalius" shojii 

(HIRAYAMA), "N ." sp., Dentalium ashiyaensis 

(N AGAo), D. sp., Yoldia (Yoldia) laudabilis Yo -

KOYAMA, Y. sp., Portolandia (Portlandlla) watasei 

(KANEHARA), Saccella sp., Nucula (Ennucula) yotsu-

kurensis HIRAYAMA, Acila (Truncacila) nagaoi 

OYAMA et MrzuNo, Acila (Acila) sp., Glycymeris 

cisshuensis MAKIYAMA, Chlamys (Chlamys) sp., 

Venericardia (Cyclocardia ?) vestitoides MrzuNo, V. 

(Venericor ?) hizenensis (NAGAO), V. (V. ?) sub-

nipponica NAGAO, Lucinoma nagaoi OYAMA et 

MrzuNo, Pitar matsumotoi (NAGAO), P. sp., Callista 

matsuraensis (NAGAO), C. hanzawai (NAGAO), An-

gulus (Tellinides) maximus (NAGAO), Phaxas 

izumoensis (YOKOYAMA), Solen connectens OYAMA, 

Periploma besshoense (YOKOYAMA). 

なお，最近岡部ほか (1974) により山鹿層最下部と

された頃末泥岩層から浦田の鑑定により次の化石が同

定されている： Turritella infralirata NAGAO, T. kar-

atsuensis NAGAO, T. sp., Molopophorus sp., Acila 

ashiyaensis NAGAO, Nucula (Ennucula) cf. yotsukur-

aensis HIRAYAMA, Saccella cf. pseudoscissurata (TA・ 

KEDA), Saccella sp., Venericardia subnipponica NAGAO, 

V. cf. vestitoides NAGAO, Callis ta hanzawai (NAGAO) , 

C. matsuraensis (NAGAO), Pitar matsumotoi 

(NAGAO), P. sp., Macoma sp., Glycymeris sp., Car-

yocorbura sp., Dentalium sp. 

b. 坂水層

比較的に岩相変化が激しく化石は下部から多く採集

される．特に Glycymeriscisshuensisや砂管の生痕化

石層がみられる."Diloma (Oxystele)" sp., Turritella 

karatsuensis NAGAO, T. infralirata NAGAO, T. sp., 

Euspira ashiyaensis (NAGAO), Colus fujimotoi HrR-

AYAMA, C. sp., Siphonalia? supragraunlata NAGAO, 

Molophorus denselineatus (N AGAo), M. watanabei 

(NAGAO), Fulgoraria shutoi SHIKAMA, Dentalium 

ashiyaense, D. sp., Yoldia (Yoldia) laudabilis Yo-

KOYAMA, Y. sp., Portlandia scaphoides (NAGAO), Sac-

cella sp., Nucula (Ennucula) yotsukurensis Hm・ 

AYAMA, Acila (Acila) ashiyaensis (NAGAO), Glycymeris 

cisshuensis MAKIY AMA, Chlamys (Chlamys) ashiyaen-

sis (N AGAo), C. ap., Venericardia (Cyclocardia ?) 

vestitoides MrzuNo, V. (Venericor ?) subnipponica 

NAGAO, V. sp., Diplodonta confusa NAGAO, Lucinoma 

nagaoi Oyama et MrzuNo, Vasticardium sp., Pitar 

ashiyaensis (NAGAO), P. matsumotoi (NAGAO), P. sp., 

Callista matsurensis (NAGAO), C. hanzawai (NAGAO), 

C. sp., Dosinia (Phacosoma) chikuzenensis NAGAO, 

Macoma sejugata (YOKOYAMA), M. optiva (Yo-

KOYAMA), Angulus (Tellinides) maxirnus (NAGAO), 

Spisula sp., Phaxas izumoensis (YOKOYAMA), Solen 

connectens OYAMA, Perip loma besshoense (Yo• 

KAYAMA). 

C• 脇田層

脇田海岸より八幡崎にかけての海岸沿いの地点でお

もに採集されるが下部の 2層の産出に比べ個体数が少

なくなる．

"Diloma (Oxystele)" sp., Turritella infralirata 

NAGAO, Cirsotrema (Cirsotremopsis ?) nagaoi OYAMA 

et・MrzuNo, Euspira ashiyaensis (NAGAO), Phyllonotus 

ashiyaensis (NAGAO), "Nassalius" sp., Fulgoraria 

shutoi SHIKAMA, Yoldia (.Yoldia) laudabilis Yo• 

KOYAMA, Acila (Acila) ashiyaensis (NAGAO), A. sp., 

Glycymeris cisshuensis MAKIYAMA, Mytilus sp., 

Chlamys (Chlamys) ashiyaensis (NAGAO), Mania sp., 
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Ostrea sp., Crassatella (Eucrassatella) yabei NAGAO, 

Venericardia (Venerior ?) subnipponica NAGAO, V. 

sp., Diplodonta confusa NAGAO, Lucinoma nagaoi 

OYAMA et M1zuNo, Pitar matsumotoi (NAGAO), P. 

sp., Dosinia (Phacosoma) chikuzenensis NAGAO, 

Cyclina japonica KAMADA, A ngulus (Tellinides) 

maximus (NAGAO), Phaxas izumoensis (YOKOYAMA) 

E. 小倉炭田

1. 芦屋層群
a. 藍の島・馬島・六連島及び彦島

響灘に北西ー南東に連なって点在する小島よりなる．

六連島を除く他の島々からは模式地の芦屋層群に酷似

した貝化石群集が知られ，松下 (1949)・村越 (1949)

によりその一部が報告された.MuRATA and MoKIDAI 

(1959)および村田・梶原 (1960) により層序および貝

化石，有孔虫化石が報告され，模式地との対比 (MuR-

ATA, 1961)が行われ同氏らの藍島層，馬島・六連島お

よび彦島の第三系を模式地の山鹿層に対比し後期漸新

世と考えた．原 (1983MS)は同じ地域を調査し貝化

石に基づき模式地の芦屋層群のそれ（阿南，前出）の

化石群集と比較し，その地質時代に付いては首藤ほか

(1979) と同様の結論を得ている（第 3表）．原により

鑑定された化石の生層序資料は原・首藤 (1983) を参

照されたい．ここには化石リストを下記に示す．

1)藍島

原は岩相により藍島に分布する第三紀層を上・中・

下部にわけた．化石は中～下部層に多産し化石床を形

成して Glycymeris,Pitar, Turritella, Euspira, Vener-

icardiaが含まれ下記の巻貝・掘足貝・ニ枚貝が産出す

る．産出地は島の北部および南部の港より北東海岸沿

第 3表 筑豊・小倉両炭田芦屋層群の対比案

原 (1983MS),原・首藤 (1983)

芦屋層群模式地 藍の島，馬島
松下ほか (1957) 彦島，六連島

> I六連島芦
二島砂岩頁岩層

屋

> 相坂互層

層 本城砂岩頁岩層
陣ノ原砂岩層 I馬島，彦島

群
則松頁岩層

鼠層
折尾砂岩層 ］藍の島

いに集中している．

Isanda sp., Batillaria sp., Calypteraea imadomarien-

sis HATAI et NISHIYAMA, Turritella (Hataiella) in-

fralirata NAGAO,, Euspira ashiyaensis (NAGAO), 

Trominina japonica (TAKEDA), "Siphonalia" spp., 

"Nassarius" shojii (HIRAYAMA), "Nassarius" sp., 

Fulgoraria sp., Dentalium ashiyaensis NAGAO, Acila 

(A.) ashiyaensis (NAGAO) , Sacce lla nagaoi (TAKEDA) , 

Saccella pseudoscissurata (TAKEDA), Yoldia (Y.) 

laudabilis YOKOYAMA, Glycymeris cisshuensis・MA -

KIYAMA, Chlamys (C.) ashiyaensis (NAGAO), Ostrea 

sp., Lucinoma nagaoi OYAMA et MrzuNo, Venericar-

dia aff. subnipponica NAGAO, Crassatella sp., Solen 

connectens OYAMA, Solen? sp., Caltellus sp., Macoma 

sp., Pitar matsumotoi (NAGAO), Callista hanzawai 

(NAGAO), Corbula sp. 

2)馬島および彦島・竹の子島

馬島・彦島両地区では岩相・産出化石に若干の相違

はあるがほぼ同一の層準の地層が分布しており斜交葉

理や砂管が発達し貝化石はその産状から現地性とは思

われない．原は I,.......,VI部層に分けている．化石は下部

より上部まで種類による差はあるもののまんべんなく

産出する．

Batillaria sp., Turritella karastuensis NAGAO, 

Euspira ashiyaensis (NAGAO), Antillophos fusiformis 

(HIRAYAMA), "Nassarius" shojii (HIRAYAMA), "Nas-

sarius" sp., Molophorus aff. watanabei (NAGAO), 

Dentalium ashiyaensis NAGAO, Acila (Truncacila) 

nagaoi OYAMA et MIZUNO, Acila (A.) ashiyaensis 

(NAGAO), Acila (A.) sp., Glycymeris cisshuensis 

MAKIYA, Ostrea sp., Lucinoma nagaoi OYAMA et 

MIZUNO, Thyasira, sp., "Felaniella" confusa (NAGAO), 

Venericardia sp., Crassatella (Eucrassatella) yabei 

(NAGAO), Spisula sp., Solen connectens OYAMA, An-

gulus sp., Meretrix sp., Pifer matsumotoi (NAGAO), 

Callista hanzawai (NAGAO), Dosinia (Phacosoma) 

chikuzenensis NAGAO. 

3)六連島

島の中央部の大部分はカンラン石玄武岩に覆われ化

石は北半部の海岸で採集される．原は岩相から下位か

ら上位にA,.......,E部層に分けた．化石はそのうち中部の

C・D部層に多く産出する．

Turritella (Hataiella) infralirata NAGAO, Turritella 

sp., Cirsotrema sp., Euspira ashiyaensis (NAGAO), 

"Nassarius" sp., Fulgoraria sp., Dentalium ashiyaen-
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sis NAGAO, Acila (Acila) ashiyaensis (NAGAO), Acila 

sp., Tindaria sp., Saccella nagaoi (TAKEDA), Saccella 

pseudoscissurata (TAKEDA), Yoldia (Yoldia) 

laudabilis YOKOYAMA, Portlandia (Portlandella) 

watasei (Kenehara), Glycymeris cisshuensis MA -

KIYAMA, Solamen sp., Chlamys (C.) ashiyaensis 

(NAGAO), Lucinoma nagaoi OYAMA et MrzuNo, 

"Felaniella" confusa (NAGAO), Venericardia aff. sub-

nipponica NAGAO, Venericardia sp., Crassatella 

(Eucrassatella) yabei (NAGAO), "Cardium" sp., 

Clinocardium? sp., Solen connectens OYAMA, 

Solen? sp., Cultellus izumoensis (YOKOYAMA), An-

gulus (Tellinides) maximus (NAGAO), Cadella sp., 

Macoma sp., Pilar matsumotoi (NAGAO), Callista 

hanzawai (NAGAO), Dosinia (Phacosoma) chik-

uzenensis NAGAO, Thracia ? sp. 

これまで九州大学で行ってきた古生物学実験及び阿

南 (1977MS)・原 (1983MS)の地質調査により芦屋

層群より採集された標本のうち比較的よく産出する無

脊椎動物化石の一部を図示した（第11,......,16図版）．

III. 地質時代について

北部九州の第三系の地質時代論は鈴木 (1892a,b) 

が筑豊炭田北部で採集した貝化石に基づいて中新統と

推測したことに始まる．長尾 (1924-1925) は層序古

生物学的研究によりすべて古第三系に属する（長尾，

1927a)とし，筑豊炭田大辻・芦屋両層群の間に始新統・

漸新統の境界を置いた．松下 (1949) は同じく古第三

系に含めながらも両統の境を直方・大辻両層群の間に

くるとしている． これに対し斉藤や村田は筑豊炭田の

芦屋層群を中新統に含め，とくに斉藤 (1954,1955, 

1956) は大辻・芦屋両層群間には日本列島を通じて古

第三系・新第三系の境となる大きな時間的間隙の存在

を提唱し，浅野 (1962) もこれを支持した．その後，

始新・漸新両統の境界は水野 (1963)の対比案でも松

下と同じく直方・大辻両層群の間に置き，さらに芦屋

層群を西彼杵階（上部漸新統）に位置づけ，その上位

の化石群は佐世保階最下位（最下位中新統）に対比さ

れる可能性を示唆した．

芦屋層群上部層の地質年代は軟体動物化石（長尾，

1928a-c; 松下， 1949;水野， 1962a,b, 1963)や花粉

化石（高橋， 1957) に基づく後期漸新世とする見解，

また斉藤 (1956,1957) による下位の大辻層群出山層

の植物化石および芦屋層群の小型有孔虫化石の研究

（浅野・村田， 1957; MURATA, 1961), 鎌田 (1967)に

よる "Vicarya"の報告等によって初期中新世であると

する見解が提出され本層群の地質年代の再検討を含め

わが国に於けるいわゆる "Aquitanian"の存否が議論

された．

1960年後半以降は大型公共工事による試錐調査また

各自治体による土地分類基本調査が行われより詳細な

層序学的資料が蓄積された．さらにその間九小卜1大学の

卒論（阿南， 1977MS)では筑豊炭田の芦屋層群（模式

地）の貝化石による詳細な生層序学的検討が行われ芦

屋層群の中部層の坂水層中に漸新統一中新統の境界が

存在すると推定した．小倉炭田の芦屋層群（藍の島・

馬島・六連島・彦島など）については貝化石や一部の

底性有孔虫化石に基づき模式地の山鹿層に対比されて

きた (MURATAand MoKUDAr, 1959 : 村田・梶原，

1960). 原 (1983MS)はこれらの島々について調査し

その結果を松下 (1957)の岩相層序に対比し第 3表の

結果を得，阿南と同様な結論に達した．首藤 (1978)

は我国の古・新第三系の境界について総括したなかで

本層群の貝化石群を東南アジアのそれと比較し古第三

系と新第三系の境界を同様に坂水層の内に置いた．

Tsucm et al. (1987) は模式地の芦屋層群の浮遊性有

孔虫化石を再検討しその時代を前期漸新世 (latest

Early Oligocene)に対比した．これはこれまでの芦屋

層群の地質年代について最も古い時代を示すことにな

る．

芦屋層群の貝化石群集と類似の群集を産出する津屋

崎に分布する第三系は前述のように特徴的に火山性砕

屑物を多く含む岩相を示す．化石群集は阿南 (1977

MS), 首藤 (1978), および原・首藤 (1983)らの一連

の研究から竹原 (1937a)により示唆されたように芦屋

層群坂水層から脇田層に対比されるものと思われる．

同様な化石群集は姪浜層群姪浜層から知られており産

出する化石種は少ないがこれまで各研究者により芦屋

層群下部の山鹿層に対比されている．前述したように

姪浜層には下位の海成層群より産出している Aturia

yokoyamaiが5個体以上採集されていること，姪浜層

の化石種数は少ないが芦屋層群の化石群集と比較した

場合に芦屋層群中部ー上部層に積極的に対比できる種

がないことから芦屋層群山鹿層に対比できよう．

芦屋層群の地質時代の確定は北部九州の古第三系の

対比に大きな影響を与えることからも詳細な岩相層序

の確立や更に多くの層準や採集地より浮遊性有孔虫化

石の抽出に努力すると共に他の化石群（脊椎動物な

ど），放射年代（例えば， KANEOKAand HASEGAWA, 1971) 

による検討が必要であろう．本小論ではこれまでの各
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炭田の層序学的，堆積学的研究や阿南・原らの研究，

実験実習の観察結果等から漸新統と中新統の境界が芦

屋層群坂水層中に存在する可能性を残しておきたい．
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第 8 図版説明

Explanation of Plate 8 

第 1図 福岡炭田残島層下底の不整合 (T:残島層礫岩， P:三郡変成岩）

Fig. 1. Unconformity at the base of N okonoshima Formation. (Fukuoka Coal-field) 

第 2図 筑豊炭田直方 (N)大辻 (0)両層群の不整合面

（田川市平原，旧三井運炭軌道， 1957年撮影， c:上石層の石炭層）
Fig. 2. Unconformity between the N ogata (N) and the Otsuji (0) Group. (Chikuho 

Coal-field) 

第3図筑豊炭田福智山断層

（北九州市八幡西区上津役， T:古第三系， GD:花閾閃緑岩， 1970年撮影）

Fig. 3. The Fukuchiyama Fault in the Chikuho Coal-field. 
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第 9 図版説明

Explanation of Plate 9 

第 1図 筑豊炭田田川断層

（田川郡大任町大任中学校北方， T:古第三系， Gr:花閾岩）
Fig. 1. The Tagawa Fault in the Chikuho Coal-field. 

第 2図 天然記念物「名島の楢（帆柱）石」（痙約70cm)

Fig. 2. "Hobashira-ishi" (Scilicified wood of the natural monument) 

第3図 粕屋炭田の津波黒化石林

Fig. 3. The Tsubakuro Petrified Forest in the Kasuya Coal-field. 

第4図 同上，切株状珪化木

Fig. 4. Ditto. 

（第 3, 4図の写真は三木 孝博士の提供による.Figs. 3 and 4 by courtesy of Dr. 

Takashi MIKI) 
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第 10図版説明

Explanation of Plate 10 

第1図 地中層に直立した珪化木（粕屋炭田宇美層）

Fig. 1. Occurrence of scilicified wood in the Umi Formation of the Kasuya Coal-field. 

第2図 炭層(C)中に選入したドン（貫入玄武岩脈， B,筑豊炭田三尺五尺層）

Fig. 2. Basaltic dyke (B) in a coal seam (C) of the Sanjaku-goshaku Formation in the 

Chikuho Coal-field. 

第3図 花岡岩中の炭質岩脈（田川郡添田町油木ダム東方約 2km地点，第9図②）

Fig. 3. Coal (bitumen) in the Cretaceous granite east of the Aburagi dam in Soeda-

machi. 
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第 11図版説明

（図は等倍率）

Explanation of Plate 11 

(Figures in natural size) 

Figs. 1-5. Chlamys (Chlamys) ashiyaensis (NAGAO) 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層

1 (GK-L7838), 3 (GK-L7839), 5 (GK-L7840) ; 右殻

2 (GK-L7841), 4 (GK-L7842) ; 左殻

Fig. 6. Solamen subfornicatum (NAGAO) 

福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群

(GK-L7843)右殻

Fig. 7. Crassatella (Eucrassatella) yabei NAGAO 

福岡県北九州市若松区岩屋：芦屋層群

(GK-L7844)左殻

(GK-L: 九州大学理学部地質学教室標本）
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第 12図版説明

（図は等倍率）

Explanation of Plate 12 

(Figures in natural size) 

Figs. 1-2. Spisula (Pseudocardium) sp. 

山口県下関市彦島：芦屋層群

1 (GK-L7845), 右殻： 2 (GK-L7846), 左殻

Figs. 3-5. MereJrix sp. 
山口県下関市彦島：芦屋層群

3 (GK-L7847), 4 (GK-L7848), 右殻： 5 (GK-L7849), 左殻

Fig. 6. Pitar matsumotoi (NAGAO) 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層

(GK-L7850)左殻
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Fig. 1. Clementia sp. 

第 13図版説明

（図は等倍率）

Explanation of Plate 13 

(Figures in natural size) 

福岡県中間市：芦屋層群

1 a. 右殻 (GK-L7851)

Figs. 2-3. Glycymeris cisshuensis MAKIYAMA 

2. 福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群

3. 福岡県北九州市若松区岩屋：芦屋層群坂水層
2 (GK-L7852), 3 a (GK-L7853), 左殻

Figs. 4-5. Pitar ashiyaensis (NAGAO) 

4. 福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層

5. 福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群
4 (GK-L7854), 左殻： 5 a (GK-L7855), 右殻

Fig. 6. Venericardia (Veneガcar)subnipponica NAGAO 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層

6 a (GK-L7856), 右殻（第14版第10図参照）

Fig. 7. "Felaniella" confusa (NAGAO) 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群

左殻 (GK-L7857)
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第 14図版説明

（表記以外の図は等倍率）

Explanation of Plate 14 

(Figures natural size unless otherwise indicated) 

Figs. 1-4. Dosinia (Phacosoma) chikuzenensis NAGAO 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群

1 (GK-L7858), 4 (GK-L7861) ; 右殻

2 (GK-L7859), 3 (GK-L7860) ; 左殻

Figs. 5-6. Lucinoma nagaoi Oyama et MIZUNO 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群

5 (GK-L7862), 左殻： 6 (GK-L7863), 右殻

Fig. 7. Acila (Truncacila) nagaoi OYAMA et MIZUNO 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群

7 a (GK-L7864) : 左殻Xl.5

Figs. 8-9. Acila (Acila) ashiyaensis (NAGAO) 

9 : 福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群； Xl.5 

8 : 福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層： X2.0 

8 (GK-L7865) ; 左殻： 9 (GK-L7866), rubber cast of right valve, 右殻

Fig. 10. Venericardia (Veneガcar)subnipponica NAGAO 

福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群： Xl.5右殻 (GK-L7867)

（第13図版第6図参照）

Fig.11. Yoldia (Yoldia) laudabiles YOKOYAMA 

福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群： X 1.5 lla, 左殻 (GK-L7868)

Figs. 12-13. Saccella nagaoi (TAKEDA) 

福岡県北九朴I市小倉北区藍の島：芦屋層群： Xl.5 12 (GK-L7869), 13 (GK-
L7870), 左殻
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第 15図版説明

（表記以外の図は等倍率）

Explanation of Plate 15 

(Figures natural size unless otherwise indicated) 

Fig. 1. Solen connectens OYAMA 

福岡県北九朴l市若松区岩屋：芦屋層群：左殻 (GK-L7871)
Figs. 2-3. Cultellus izumoensis (YOKOYAMA) 

福岡県北九州市若松区岩屋：芦屋層群

2 (GK-L7872), outer cast of left valve, 3 (GK-L7873), 右殻

Figs. 4-6. Macoma sp. 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層

4 (GK-L7874), rubber cast (左殻）， 5 (GK-L7875) 

6 (GK-L7876) ; rubber casts (右殻）

Figs. 7-8. "Nassarius" shojii (HIRAYAMA) 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群： x 2. 7 (GK-L7877), 8 (GK-L7878) 

Fig. 9 Siphonalia supragranulata NAGAO 

福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群： X 1.5 (GK-L7879) 

Fig. 10. Molopophorus watanabei OTUKA 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群： X 2. (GK-L7880) 

Fig. 11. Tromonina japonica (TAKEDA) 

福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群 (GK-L7881)

Fig. 12. Ancistrolepis chikuzenensis (NAGAO) 

福岡県北九州市小倉北区藍の島：芦屋層群 (GK-L7882)

Fig. 13. Phyllonotus ashiyaensis (NAGAO) 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層： x 1. 5 (GK-L7883) 
Fig. 14. Enspira ashiyaensis (NAGAO) 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群： X 1. 5 (GK-L7884) (第16図版10図参照）

Fig. 15. Polinices sp. 

福岡県北九州市小倉北区馬島：芦屋層群： X 1. 5 (GK-L7885) 

Fig. 16. Clathrus submaculosus (NAGAO) 

福岡県北九1州市小倉北区藍の島：芦屋層群： X 1.5 (GK-L7886) 
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第 16図版説明

（表記以外の図は等倍率）

Explanation of Plate 16 

(Figures natural size unless otherwise indicated) 

Figs. 1-2. Calyptraea imadomaガensisHATAI et NISHIYAMA 

福岡県北九，州市小倉北区藍の島 ：芦屋層群 ：x 1. 5. 1 (GK-L7887), 2 (GK-
L7888) 

Figs. 3-6. Fulgoraガa(Psephaea ?) ashiyaensis SHIKAMA 

福岡県北九，州市小倉北区藍の島 ：芦屋層群： x l. 5. 3 (GK-L7889), 4 (GK-
L7890), 5 (GK-L7891), 6 (GK-L7892) 

Figs. 7-8. Turn'tella (Hataiella) infralirata NAGAO 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿：芦屋層群山鹿層 7 (GK-L7893), 8 (GK-L7894) 

Fig. 9. Turrztella karatsuenszs NAGAO 

福岡県北九州市小倉北区藍の島 ：芦屋層群 (GK-L7895)

Fig. 10. Euspira ashiyaensis (NAGAO) 

福岡県北九州市小倉北区馬島 ：芦屋層群 ：x l. 5. (GK-L7896) (第15図版14図参照）
Figs. 11-13. Linthia praenipponica NAGAO 

福岡県遠賀郡芦屋町山鹿 ：芦屋層群山鹿層11(GK-L7897), 12 (GK-L7898), 

13 (GK-~7899) 
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Explanation of Plate 17 
(Figures natural size unless otherwise indicated) 

Figs. 1-3. Neocymatoceras tsukushiense KOBAYASHI 

•Ÿ‰ªŽs•¼‹æ–Ã‚Ì•lˆ¤“†ŽRŽR˜[’|‚ÌŽR•F–Ã•l‘wŒQ–Ã•l‘w
Type-species: (GK-L7900) 
1, lateral view; 2, ventral view, x O. 9; 3, frontal view, x 1. 02 
KOBAYASHI (1953) ‚É‚æ‚è‹L•Ú‚³‚ê‚½•W–{•D
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Explanation of Plate 18 

Fig. l. Aturia yokoyamai NAGAO 

•Ÿ‰ªŽs•¼‹æ–Ã‚Ì•l•F–Ã•l‘wŒQ–Ã•l‘w•E–Ã•l•»Šâ‘w
lateral view. (GK-L7901) 
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